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三　
　

村　
　

晃　
　

功

一　

は
じ
め
に

　

筆
者
は
近
時
、
古
典
和
歌
を
例
歌
（
証
歌
）
と
し
て
収
載
す
る
、
近
世
期
に
成
立
し
た
類
題
和
歌
集
の
研
究
を
進
め
て
い
る
が
、
そ

の
近
世
期
に
成
立
を
み
た
類
題
集
た
る
や
種
々
様
々
で
、
百
花
繚
乱
の
様
相
を
呈
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
多
彩
を
極
め
る
近
世
類
題

集
の
な
か
で
、
筆
者
が
こ
の
た
び
俎
上
に
載
せ
た
の
が
、
小
沢
蘆
庵
編
『
袖
中
和
歌
六
帖
』（
再
刊
本
『
類
題
和
歌
六
帖
』
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、類
題
集
の
研
究
を
テ
ー
マ
に
採
択
し
た
際
に
、ま
ず
想
起
さ
れ
る
べ
き
作
品
が
、類
題
集
の
嚆
矢
た
る
『
古
今
和
歌
六
帖
』

で
あ
る
事
実
を
考
え
る
と
、
筆
者
が
「
六
帖
題
」
の
類
題
集
を
こ
れ
ま
で
検
討
対
象
に
選
ば
な
か
っ
た
の
は
、
遅
き
に
失
し
た
感
じ
を

否
め
ま
い
。

　

ち
な
み
に
、「
六
帖
題
」
と
は
、
平
安
時
代
に
成
立
し
た
『
古
今
六
帖
』
で
採
ら
れ
た
、
六
帖
に
分
類
し
た
歌
題
を
い
う
が
、
時
代

が
下
る
に
従
っ
て
、
ひ
と
つ
の
類
型
と
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
そ
の
「
六
帖
題
」
の
内
実
は
、
第
一
帖
が
四
季
・
天
、
第
二
帖
が
山
・
田
・

野
・
都
・
田
舎
・
家
・
人
・
仏
事
、
第
三
帖
が
水
、
第
四
帖
が
恋
・
祝
・
別
・
長
歌
・
旋
頭
歌
、
第
五
帖
が
雑
思
・
服
飾
・
色
・
錦
綾
、

1



2

第
六
帖
が
草
・
虫
・
木
・
鳥
の
と
お
り
だ
が
、
こ
の
「
六
帖
題
」
は
同
時
代
の
人
び
と
に
珍
重
さ
れ
て
、『
源
氏
物
語
』『
枕
草
子
』
な

ど
の
文
学
作
品
に
影
響
を
与
え
る
ほ
か
、
鎌
倉
時
代
に
入
る
と
、『
新
撰
和
歌
六
帖
』『
現
存
和
歌
六
帖
』『
東
撰
六
帖
』
な
ど
、
六
帖

題
の
私
撰
類
題
集
が
陸
続
し
て
撰
進
さ
れ
る
に
至
っ
た
こ
と
も
、
周
知
の
事
柄
で
あ
ろ
う
。

　

さ
て
、当
面
の
小
沢
蘆
庵
編
『
袖
中
和
歌
六
帖
』（
以
下
、本
六
帖
と
略
称
す
る
）
の
研
究
史
を
た
ど
る
な
ら
ば
、『
和
歌
大
辞
典
』（
昭

和
六
一
・
三
、
明
治
書
院
）
に
、

　
　

袖 

中
和
歌
六
帖
し
う
ち
ゆ
う
わ

か
ろ
く
で
ふ

〔
江
戸
期
類
題
集
〕
小
沢
蘆
庵
撰
。
安
永
初
年
（1772

）
成
立
、
寛
政
八1796

年
小
川
布
淑
の
序
を
付
し

て
同
九
年
刊
。
半
紙
本
二
冊
。
薄
葉
の
中
本
一
冊
本
や
類
題
和
歌
六
帖
と
題
す
る
天
保
一一1840

年
の
再
版
本
も
同
版
。
古
今
六

帖
と
新
撰
六
帖
の
題
ご
と
に
五
首
を
撰
び
、時
に
他
の
歌
集
か
ら
も
補
っ
て
歌
人
の
参
考
と
し
た
も
の
。　
　
　
　
　
（
福
田
秀
一
）

の
ご
と
き
、
簡
に
し
て
要
を
得
た
記
述
を
見
出
し
う
る
一
方
、
再
版
本
の
『
類
題
和
歌
六
帖
』
に
つ
い
て
は
、
同
辞
典
に
、

　
　

類 

題
和
歌
六
帖
る
い
だ
い
わ

か
ろ
く
で
ふ　
〔
江
戸
期
類
題
集
〕
小
沢
蘆
庵
編
。
安
永1772

〜1781

の
頃
、
古
今
六
帖
・
新
撰
六
帖
の
題
に
よ
っ
て
、

一
題
五
首
の
簡
略
な
類
題
を
作
成
し
た
。
こ
れ
を
小
川
布
淑
が
寛
政
七1795

に
二
冊
本
と
し
て
刊
行
し
た
。　
　
（

瀬
一
雄
）

の
ご
と
き
、
少
々
誤
謬
を
含
む
記
述
も
見
出
さ
れ
る
程
度
で
あ
る
の
で
、
本
六
帖
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
詳
細
な
考
察
が
要
請
さ
れ
る

で
あ
ろ
う
。

　

そ
の
よ
う
な
わ
け
で
、
本
稿
は
、
例
に
よ
っ
て
の
蕪
雑
な
作
業
報
告
の
域
を
出
な
い
代
物
で
し
か
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
辞
典
類
以
外

に
は
言
及
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
『
袖
中
和
歌
六
帖
』
に
つ
い
て
、
こ
の
た
び
、
成
立
の
問
題
を
中
心
に
据
え
て
具
体
的
な
検
討
を

加
え
る
こ
と
を
得
た
の
で
、
大
方
の
厳
し
い
ご
批
正
が
得
ら
れ
る
な
ら
ば
、
幸
甚
に
思
う
次
第
で
あ
る
。

二　

書
誌
的
概
要
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さ
て
、
本
六
帖
の
伝
本
に
つ
い
て
は
、『
私
撰
集
伝
本
書
目
』（
昭
和
五
〇
・
一
一
、
明
治
書
院
）
に
、

 

244　

袖
中
和
歌
六
帖　

小
沢
蘆
庵

　
　

袖
中
和
歌
六
帖　
　

二　

寛
政
九
刊　
　

 

東
北
大
狩
野
文
庫
・
大
橋
・
東
大
・
京
大
研
・
徳
島
県
・
大
洲
市
矢
野
玄
道
本
・
福
井

久
蔵
・
福
田
秀
一　

二
部

　
　

袖
中
六
帖　
　
　
　

二　

寛
政
九
刊　
　

慶
大

の
ご
と
き
紹
介
記
事
が
見
出
さ
れ
、
版
本
で
流
布
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
本
稿
で
は
宇
部
市
立
図
書
館
新
井
文
庫
蔵
の
寛
政

九
年
刊
の
版
本
を
底
本
に
し
て
以
下
の
考
察
を
行
っ
た
。

　

な
お
、
底
本
に
つ
い
て
は
、
未
見
で
あ
る
た
め
、
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
の
マ
イ
ク
ロ
・
フ
ィ
ル
ム
に
依
拠
し
て
調
査
、
検
討
し
た

こ
と
を
断
っ
て
お
き
た
い
と
思
う
。

　

国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
の
マ
イ
ク
ロ
・
フ
ィ
ル
ム
番
号　

２
６
８
│
７
６
│
２

　

所
蔵
者　

宇
部
市
立
図
書
館
新
井
文
庫　

蔵
（
９
１
１
―
10
―
0
―
1
〜
2
）

　

編
著
者　

小
沢
蘆
庵

　

体　

裁　

中
本
（
縦
二
二
・
四
セ
ン
チ
、
横
一
〇
・
五
セ
ン
チ
）　

二
冊　

版
本　

袋
綴
じ

　

外　

題　
小
沢
蘆
庵
著　

袖
中
和
歌
六
帖
上
（
下
）（
後
補
）

　

内　

題　

な
し

　

匡　

郭　

単
郭

　

各
半
葉　

九
行
（
歌
一
行
書
き
）　

序
・
跋
・
目
録
・
凡
例
な
ど
九
行

　

総
丁
数　

百
九
十
七
丁
（
上
冊
・
九
十
一
丁
、
下
冊
・
百
六
丁
）

総
歌
題
数　

 

五
百
五
十
題
（
第
一
帖
・
百
題
、
第
二
帖
・
八
十
五
題
、
第
三
帖
・
六
十
題
、
第
四
帖
・
二
十
一
題
、
第
五
帖
・
百
十
八
題
、



4

第
六
帖
・
百
六
十
六
題
）

　

総
歌
数　

 

二
千
六
百
九
十
二
首
（
第
一
帖
・
五
百
首
、
第
二
帖
・
四
百
二
十
三
首
、
第
三
帖
・
三
百
首
、
第
四
帖
・
百
五
首
、
第
五
帖
・

五
百
九
十
首
、
第
六
帖
・
七
百
七
十
四
首
）

　

柱　

刻　

な
し

　

序　
　
　

小
川
布
淑

　

凡
例　
　

小
川
布
淑
（
此
書
見
ん
や
う　

寛
政
八
年
正
月
）

　

跋　
　
　

小
沢
蘆
庵
（
寛
政
七
年
仲
冬
二
十
日
）

　

刊　

記　

観
荷
堂
蔵
／
寛
政
九
年
丁
巳

六
月
／
御
書
館
／
二
条
通
冨
小
路
東
入
町　

吉
田
四
郎
右
衛
門

　

印　

記　
「
新
井
蔵
書
」（
正
方
形
）「
宇
部
市
立
図
書
館
蔵
書
印
」（
同
）「
新
井
文
庫
」（
長
方
形
）
な
ど

　

書
入
れ　

 

寛
政
板　
「
明
治
二
十
二
歳
四
月
三
日
求
之
」（
消
去
）　

本
書
全
二
冊
名
古
屋
市
其
中
堂
書
店
ヨ
リ
購
入
セ
リ　

価
一
円
二
十

銭
／
大
正
十
五
年
三
月
廿
四
日　

新
井
泉
峰　

二
冊
之
内
（
上
・
下
見
返
し
）　

下
御
熊
村
／
早
川
有
容
（
上
・
下
裏
表
紙
表
）

　

以
上
か
ら
、
本
六
帖
は
第
一
帖
・
五
百
首
（
百
題
）、
第
二
帖
・
四
百
二
十
三
首
（
八
十
五
題
）、
第
三
帖
・
三
百
首
（
六
十
題
）、

第
四
帖
・
百
五
首
（
二
十
一
題
）、
第
五
帖
・
五
百
九
十
首
（
百
十
八
題
）、
第
六
帖
・
七
百
七
十
四
首
（
百
六
十
六
題
）
か
ら
な
る
、

都
合
二
千
六
百
九
十
二
（
五
百
五
十
題
）
首
を
収
載
す
る
中
規
模
の
類
題
私
撰
集
と
知
ら
れ
よ
う
。

　

ち
な
み
に
、『
類
題
和
歌
六
帖
』
の
刊
記
は
「
天
保
十
一
年
／
子
初
春
補
刻
発
兌
／
書
林
／
江
戸
浅
草
茅
町
二
丁
目　

須
原
屋
伊
八

／
大
坂
心
斎
橋
北
久
太
郎
町　

河
内
屋
喜
兵
衛
／
同
唐
物
町　

河
内
屋
太
助
／
京
寺
町
四
下
ル　

山
城
屋
佐
兵
衛
／
尾
州
名
古
屋
本
町

十
丁
目　

松
屋
善
兵
衛
」
の
と
お
り
で
、
天
保
十
一
年
初
春
、『
袖
中
和
歌
六
帖
』
を
改
題
し
て
再
刊
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。

三　

構
成
内
容
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さ
て
、
本
六
帖
の
書
誌
的
概
要
に
つ
い
て
は
以
上
の
と
お
り
だ
が
、
本
六
帖
の
内
容
は
い
か
な
る
構
成
に
な
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。

そ
の
点
に
つ
い
て
概
略
を
示
せ
ば
、

　
　

１　

序
文
・
小
川
布
淑

　
　

２　

凡
例
（
此
書
見
ん
や
う　

寛
政
八
年
）・
小
川
布
淑

　
　

３　

目
録

　
　

４　

本
文

　
　

５　

跋
文
・
小
沢
蘆
庵

　
　

６　

刊
記
（
寛
政
九
年
）

の
と
お
り
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
は
、
本
六
帖
の
版
面
構
成
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
、
巻
頭
の
一
丁
分
（
オ
・
ウ
）
を
抄
出
し
て
、

そ
の
点
の
紹
介
に
及
ん
で
お
こ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

春
た
つ
日　

第
一
帖

　

古
今
元
方　
　

と
し
の
内
に
春
は
き
に
け
り
一
と
せ
を
こ
ぞ
と
や
い
は
ん
こ
と
し
と
や
い
は
ん 

（
一
）

　

同　

貫
之　
　

袖
ひ
ち
て
む
す
び
し
水
の
こ
ほ
れ
る
を
春
立
け
ふ
の
風
や
と
く
覧 

（
二
）

　

貫
之
集　
　
　

と
し
の
う
ち
に
春
立
こ
と
を
か
す
が
の
ゝ
わ
か
な
さ
へ
に
も
し
り
に
け
る
哉 

（
三
）

　

拾
遺
忠
岑　
　

は
る
た
つ
と
い
ふ
ば
か
り
に
や
み
よ
し
の
ゝ
山
も
霞
て
け
さ
は
み
ゆ
ら
ん 

（
四
）

　

古
マ
サ
ズ
ミ　

　

菅
家
万
葉　
　

山谷
古

か
ぜ
に
と
く
る
氷
の
ひ
ま
ご
と
に
打
す
づ
る
波
や
は
る
の
初
花 

（
五
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
つ
き



6
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

万
葉
志
貴
皇
子

新
古
今
集　

い
は
そ
ゝ
く
た
る
ひ
の
ミ
万
下
同

上
の
早
蕨
の
も
え
出
る
春
に
な
り
に
け
る
哉カ
モ 

（
六
）

　

古　

忠
ミ
ね　

春
き
ぬ
と
人
は
い
へ新

古

ど
も
鶯
の
な
か
ぬ
か
ぎ
り
は
あ
ら
じ
と
ぞ
思
ふ 

（
七
）

　

古　

言
直　
　

春
や
と
き
花
や
お
そ
き
と
聞
わ
か
ん
鶯
だ
に
も
な
か
ず
も
有
か
な 

（
八
）

　

万
十　
　

新
古　

 

○　
　

今
更
に
雪
ふ
ら
め
や
も
か
げ
ろ
ふ
の
も
ゆ
る
春
べ日
新

と
成
に
し
も
の
を 

（
九
）

　

未
木　

二　
　

う
ぐ
ひ
す
の
冬
籠
し
て
う
め
る
子
は
春
のハ
夫

む
月
の
な
か
に
社
な
け 

（
一
〇
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
い
た
ち
の
日

　

拾　

ソ
セ
イ　

家　
　
　
　

あ
ら
玉
の
と
し
立
か
へ
る
朝
よ
り
ま
た
ま
し
も
の
は
う
ぐ
ひ
す
の
声 

　
（
一
一
）

　

万
十　

 

○　
　

拾　

赤
人　

き
の
ふ
こ
そ
年
は
く
れ
し
か
春
霞
か
す
が
の
山
に
は
や
立
に
け
り 

（
一
二
）

　

貫　

家　
　
　

昨
日
よ
り
後
をヲ
チ
家ば
し
ら
ず
百
年
の
春
の
始
は
け
ふ
に
ぞ
有
け
る 

（
一
三
）

　

風
雅　

貫　
　

家　
　
　

　

あ
た
ら
し
く
明
る
こ
よ
ト
シ
ヲ
バ
風ひ
を
百
年
の
春
の
始
と
鶯
ぞ
な
く 

（
一
四
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ト
シ
ヲ
モ
家 

 

　

拾　

重
之　
　

家　
　
　

    

よ
し
の
山
み
ね
し
ら
雪
い
つ
消
て
け
さ
は
霞
の
立
か
は
る
ら
ん 

（
一
五
）

　

こ
の
版
面
構
成
か
ら
み
て
、
本
六
帖
で
は
ま
ず
、
和
歌
本
文
よ
り
二
字
下
げ
て
歌
題
表
記
が
な
さ
れ
た
後
（
各
帖
の
注
記
の
あ
る
場

合
が
あ
る
）、
次
の
行
の
上
段
に
集
付
（
出
典
注
記
）
が
付
さ
れ
て
、
同
じ
行
に
二
マ
ス
下
げ
で
和
歌
本
文
が
示
さ
れ
る
、
と
い
う
体

裁
が
採
ら
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
こ
の
構
成
内
容
は
、
さ
き
に
指
摘
し
た
「
2　

凡
例
（
此
書
見
ん
や
う
）・
小
川
布
淑
」
の
基
準

に
よ
っ
て
記
述
さ
れ
て
い
る
の
で
、
次
に
、
本
六
帖
の
凡
例
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
「
此
書
見
ん
や
う
」
を
引
用
し
て
お
こ
う
。

 

　
　

此
書
見
ん
や
う

　
　

一　

題
は
『
古
今
六
帖
』『
新
撰
六
帖
』
を
い
で
ず
。『
古
帖
』
に
な
く
て
『
新
撰
』
に
の
せ
た
る
は
、「
て
ん
」
を
か
く
。

　
　

一　

歌
は
證
と
な
る
べ
き
を
の
す
。『
新
撰
』
又
は
余
集
よ
り
い
だ
せ
る
は
、
是
も
「
て
ん
」
を
か
く
。
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一　
『
万
葉
集
』
作
者
不
詳
、
撰
集
よ
み
人
し
ら
ず
の
哥
に
は
、「
ま
ろ
き
し
る
し
」
を
つ
く

　
　

一　

出
所
紹
付
、
異
同
題
下
の
注
、
す
べ
て
さ
な
が
ら
契
沖
の
説
な
り
。

　
　

一　
『
万
葉
』、
三
代
集
は
、
集
の
名
一
字
を
の
す
。
作
者
も
あ
ら
は
な
る
は
、
こ
れ
に
な
ら
ふ
。

　
　

一　
 「

△
」
此
し
る
し
の
下
に
本
字
を
か
き
、
又
は
、
か
ん
な
づ
か
ひ
、「
万
葉
」「
和
名
」
等
を
書
入
た
る
は
、
師
翁
の
此
た
び

つ
け
ら
る
ゝ
な
り
。

　
　
　
　
　
　

寛
政
八
年
正
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
川
布
淑 

記

　

そ
こ
で
、
こ
の
本
六
帖
の
凡
例
に
従
っ
て
、
さ
き
に
引
用
し
た
「
春
た
つ
日
」「
む
つ
き
」「
つ
い
た
ち
の
日
」
題
か
ら
各
々
、
一
例

を
引
き
合
い
に
出
し
て
解
説
し
て
お
こ
う
。

　

ま
ず
、「
春
た
つ
日
」
題
の
（
五
）
の
詠
は
、『
古
今
六
帖
』
に
読
人
不
知
の
詠
（
五
）
と
し
て
載
る
が
、
頭
注
の
「
古
マ
サ
ズ
ミ
」

は
『
古
今
集
』
に
「
源
ま
さ
ず
み
」（
一
二
）
と
あ
る
作
者
注
記
に
よ
っ
て
、
ま
た
、
初
句
の
校
異
を
示
す
「
谷
古
」
な
る
注
記
も
、

同
集
に
「
谷
風
に
」
に
と
あ
る
こ
と
か
ら
各
々
、正
鵠
を
射
て
い
る
と
確
認
さ
れ
る
が
、「
菅
家
万
葉
」
の
頭
注
は
『
新
撰
万
葉
集
』（
菅

家
万
葉
集
）
に
読
人
不
知
の
詠
（
二
三
九
）
と
し
て
載
る
一
方
、
初
句
は
「
谷
風
丹
（
に
）」
と
あ
る
点
で
、
初
句
の
異
同
注
記
に
遺

漏
が
認
め
ら
れ
る
と
言
え
よ
う
か
。

　

次
に
、「
む
つ
き
」
題
の
（
六
）
の
詠
は
、『
古
今
六
帖
』
に
「
志
貴
皇
子
か
が
み
の
王
女
と
も

」（
七
）
の
歌
と
し
て
載
る
が
、
頭
注
の
「
万

葉
志
貴
皇
子
」
は
『
万
葉
集
』
に
「
志
貴
皇
子
」（
一
四
二
二
）
と
あ
る
作
者
注
記
に
よ
っ
て
、
ま
た
、
第
二
句
・
結
句
の
校
異
を
示

す
「
ミ
万
下
同
」「
カ
モ
」
の
注
記
も
、
同
集
に
各
々
、「
垂
見
之
上
乃
（
た
る
み
の
う
へ
の
）」「
成
来
鴨
（
な
り
に
け
る
か
も
）」
と

あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
的
を
射
て
い
る
と
確
認
さ
れ
る
一
方
、『
新
古
今
集
の
』
頭
注
は
、
同
集
の
第
二
句
が
「
た
る
み
の
う
へ
の
」

の
措
辞
を
も
つ
点
で
、
校
異
と
し
て
付
さ
れ
た
「
新
古
」
の
注
記
が
正
鵠
を
射
て
い
る
も
の
の
、
作
者
注
記
の
点
で
は
、
同
集
が
「
志

貴
皇
子
」
と
す
る
表
記
を
無
視
し
て
い
る
点
で
、
瑕
瑾
を
指
摘
し
う
る
よ
う
だ
。
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最
後
に
、「
つ
い
た
ち
の
日
」
題
の
（
一
二
）
の
詠
は
、『
古
今
六
帖
』
に
「
山
辺
赤
人
」（
一
七
）
の
歌
と
し
て
載
る
が
、『
万
葉
集
』

の
巻
十
に
読
人
不
知
の
詠
（
一
八
四
七
）
と
し
て
収
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
、
頭
注
の
「
万
十　
○
」
が
、
同
集
で
内
容
的

に
実
証
さ
れ
る
ほ
か
、「
拾　

赤
人
」
の
頭
注
も
、『
拾
遺
集
』
に
「
山
辺
赤
人
」（
三
）
と
あ
る
作
者
注
記
か
ら
、
各
々
、
確
認
さ
れ

る
よ
う
だ
。

　

そ
し
て
、
こ
の
頭
注
の
内
容
を
、「
賀
茂
別
雷
神
社
三
手
文
庫
蔵
板
本
古
今
和
歌
六
帖
契
沖
自
筆
書
入
本
を
翻
刻
し
た
」『
契
沖
全
集

第
十
五
巻

』（
昭
和
五
〇
・
一
二
、
岩
波
書
店
）
に
収
載
の
「
古
今
和
歌
六
帖
題
一
」
の
当
該
部
分
（879

〜883

・885

・886

〜888

〜

895

）
と
比
較
し
て
み
る
と
、出
典
表
記
な
ど
に
繁
簡
の
差
が
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、内
容
的
に
は
符
合
し
て
い
る
の
で
、本
六
帖
の
「
見

ん
や
う
」
の
「
一　

出
所
紹
付
、
異
同
題
下
の
注
、
す
べ
て
さ
な
が
ら
契
沖
の
説
な
り
。」
の
記
述
は
お
お
む
ね
信
用
が
お
け
る
と
判

断
さ
れ
よ
う
か
。

　

ち
な
み
に
、「
△
」
の
符
号
に
つ
い
て
は
、「
を
ぎ
」（
第
六
帖
）
題
の
注
記
と
し
て
「
△
荻　

和
名　

乎
木
」
と
あ
る
記
述
か
ら
確

認
さ
れ
る
一
方
、「
て
ん
」
の
符
号
に
つ
い
て
は
、『
新
撰
六
帖
』
に
み
ら
れ
る
「
あ
か
つ
き
や
み
」
の
題
お
よ
び
例
歌
（
三
三
六
〜

三
四
〇
）
な
ど
に
、
合
点
が
付
さ
れ
て
い
る
事
例
な
ど
か
ら
、
確
認
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

四　

歌
題
の
問
題

　

本
六
帖
の
構
成
内
容
に
つ
い
て
は
、
大
略
、
上
述
し
た
と
お
り
だ
が
、
そ
れ
で
は
、
本
六
帖
に
収
載
さ
れ
る
歌
題
は
い
か
な
る
も
の

で
あ
ろ
う
か
。
本
六
帖
の
歌
題
に
つ
い
て
は
、
さ
き
に
言
及
し
た
と
お
り
、
総
歌
題
数
は
五
百
五
十
題
で
、
各
帖
別
に
は
第
一
帖
・
百
題
、

第
二
帖
・
八
十
五
題
、
第
三
帖
・
六
十
題
、
第
四
帖
・
二
十
一
題
、
第
五
帖
・
百
十
八
題
、
第
六
帖
・
百
六
十
六
題
の
ご
と
く
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、さ
き
に
引
用
し
た
「
見
ん
や
う
」
の
「
一　

題
は
『
古
今
六
帖
』『
新
撰
六
帖
』
を
い
で
ず
。『
古
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帖
』
に
な
く
て
『
新
撰
』
に
の
せ
た
る
は
、「
て
ん
」
を
か
く
。」
が
示
唆
を
与
え
る
が
、
本
六
帖
に
お
い
て
実
際
に
そ
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
か
否
か
を
確
認
し
て
み
る
と
、
実
は
、
以
下
の
よ
う
な
例
外
も
指
摘
さ
れ
る
よ
う
だ
。
そ
れ
は
「
目
録
」
の
「
草　

第
六
帖
」

に
「
已
上
九
題
『
新
』『
古
』
共
目
録
ノ
セ
ズ
」
の
注
記
が
付
記
さ
れ
て
い
る
「
ね
な
し
草　

も
ゝ
よ
草　

さ
し
も
草　

お
ほ
ゐ
草　

か
く
も
草　

つ
れ
な
し
草　

し
り
草　

ね
つ
ら
く
さ
」
の
歌
題
で
あ
る
が
、
以
下
に
該
当
す
る
歌
題
に
関
係
す
る
本
文
を
引
用
し
て
み

よ
う
。

　
　
　
　
　

ね
な
し
草　

以
下
九
種
不
載
『
新
六
帖
』

　

１　

わ
が
よ
ゝ
も
千
よ
に
あ
ら
め
や
ね
な
し
草
た
は
れ
や
せ
ま
し
身
の
わ
か
い
時 

（
未
、
一
九
五
三
）

　

２　

あ
す
し
ら
ぬ
み
む
ろ
の
峯
の
ね
な
し
草
何
あ
だ
し
よ
に
生
は
じ
め
け
ん 

（
千
・
小
大
進
、
一
九
五
四
）

　
　
　
　
　

も
ゝ
よ
ぐ
さ　

采
要　

目
安　

月
草
也

　

３　

ち
ゝ
は
ゝ
が
家
の
し
り
へ
の
も
ゝ
よ
草
百
夜
い
で
ま
せ
わ
が
い
た
る
ま
で 

（
万
二
十
、一
九
五
五
）

　

４　

露
し
げ
き
家
の
そ
の
な
る
も
ゝ
よ
草
も
ゝ
よ
妹
こ
ひ
袖
ぬ
ら
し
つ
も 

（
新
六
雑
草
・
光
、
一
九
五
六
）

　

５　

も
ゝ
夜
草
も
ゝ
よ
ま
で
な
ど
た
の
め
け
ん
仮
そ
め
ぶ
し
の
し
ぢ
の
は
し
が
き 

（
六
百
番
・
顕
昭
、
一
九
五
七
）

　
　
　
　
　

手
向
草　

非
草
名
カ
タ
ラ
ヒ
グ
サ
ノ
類
也

　

６　

し
ら
浪
の
浜
松
が
え
の
た
む
け
草
幾
世
ま
で
に
か
年
の
へ
ぬ
ら
ん 

（
万
一
又
九
、
新
古
・
河
嶋
皇
子
、
一
九
五
八
）

　
　
　
　
　

さ
し
も
草

　

７　

あ
ぢ
き
な
や
い

下
野
　
顕
注

ぶ
き
の
山
の
さ
し
も
草
お
の
が
お
も
ひ
に
身
を
こ
が
し
つ
ゝ 

（
未
、
一
九
五
九
）

　

８　

ち
ぎ
り
け
ん
心
か
ら
こ
そ
さ
し
も
ぐ
さ
お
の
が
お
も
ひ
に
も
え
わ
た
り
け
れ 

（
未
、
一
九
六
〇
）

　

９　

な
ほ
ざ
り
に
い
ぶ
き
の
山
の
さ
し
も
草
さ
し
も
思
は
ぬ
こ
と
に
や
は
あ
ら
ぬ 

（
同
、
一
九
六
一
）

　

10　

し
も
つ
け
や
し
チ
ガ
夫

め
つ
の
原
の
さ
し
も
草
お
の
が
思
ひ
に
身
を
や
ゝ
く
ら
ん 

（
未
、
夫
木
廿
八
、一
九
六
二
）
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11　

さ
し
も
草
さ
し
も
し
の
ば
ぬ
中
ら
ば
思
ひ
あ
り
と
も
い
は
ま
し
も
の
を 

（
同
・
俊
成
、
一
九
六
三
）

　
　
　
　
　

お
ほ
ゐ
草　

莞　

和
名　

於
保
井　

日
本
紀　

莞
子　

加
麻

　

12　

か
ミ
万
ん
つ
け
の
い
な
ら
の
沼
の
お
ほ
ゐ
草
よ
そ
に
み
し
よ
は
今
こ
そ
ま
さ
れ 

（
万
十
四
、一
九
六
四
）

　

13　

河
千
鳥
な
く
や
河
べ
の
お
ほ
ゐ
草
す
そ
う
ち
お
ほ
ゐ
一
夜
ね
さ
せ
よ 

（
清
輔
集
、
一
九
六
五
）

　
　
　
　
　

か
く
も
草　

△
黄
連　

可
久
未
久
佐

　

14　

う
か
り
け
る
み
ぎ
は
が
く
れ
の
か
く
も
草
葉
末
も
み
え
ず
行
か
く
れ
な
ん 

（
未
、
一
九
六
六
）

　

15　

我
宿
に
か
く
も
を
う
ゑ
て
か
く
も
草
か
く
の
み
こ
ひ
ば
わ
れ
や
せ
ぬ
べ
し 

（
お
も
ひ
や
す
の
題
に
有
、
一
九
六
七
）

　
　
　
　
　

つ
れ
な
し
草

　

16　

と
し
を
へ
て
何
た
の
み
け
ん
か
つ
ま
た
の
い
け
に
お
ふ
て
ふ
つ
れ
な
し
の
草 

（
未
、
一
九
六
八
）

　

17　

か
つ
ま
た
の
い
け
る
は
な
に
ぞ
つ
れ
な
し
の
草
の
さ
て
し
も
お
い
に
け
る
み
よ 

（
知
・
ざ
う
の
草
、
一
九
六
九
）

　
　
　
　
　

し
り
く
さ　

△
藺　

鷺
尻
利　

和
名

　

18　

しミ
ナ
ト
万ほ
あ
し
に
ま
じ
れ
る
草
の
と
り
く
さ
の
人
み
な
し
り
ぬ
我
下
お
も
ひ 

（
万
十
一
、一
九
七
〇
）

　
　
　
　
　

ね
つ
らこ

草　

△
目
安　

芝
ノ
如
ク
ハ
リ
ノ
ヤ
ウ
ナ
ル
ク
サ
ナ
リ

　

19　

芝
付
の
見
うサカ

ミる
さ
き
な
る
ね
つ
こ
草
あ
ひ
み
ざヌ
ア
ラ
バ
ア
レ
万

り
せ
ば
我
こ
ひ
め
や
も 

（
万
十
一
・
十
四
、一
九
七
一
）

　

20　

紅
の
あ
さ
は
の
野
ら
に
か
る
草
の
つ
か
の
間
も
我
をワ
ス
ラ
ス
ナ
万

わ
す
る
な 

（
同
十
一
、一
九
七
二
）

以
上
が
本
六
帖
の
当
面
の
歌
題
九
題
と
そ
の
例
歌
（
証
歌
）
で
あ
る
が
、
ま
ず
「
目
録
」
の
「
已
上
九
題
『
新
』『
古
』
共
目
録
ノ

セ
ズ
。」
の
注
記
と
、
本
文
の
「
以
下
九
種
不
載
『
新
六
帖
』」
の
注
記
の
間
に
異
同
が
指
摘
さ
れ
る
点
、
編
者
の
不
用
意
な
記
述
と
言

わ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
、
そ
の
点
に
つ
い
て
、
集
付
（
出
典
注
記
）
を
参
照
し
な
が
ら
吟
味
し
て
お
こ
う
。

　

ま
ず
、「
ね
な
し
草
」
に
つ
い
て
は
、
1
が
『
古
今
六
帖
』
の
「
ね
な
し
草
」
の
題
下
に
載
る
（
三
五
八
三
）
一
方
、
2
が
『
千
載
集
』
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に
「
百
首
歌
た
て
ま
つ
り
け
る
時
、
無
常
の
心
を
よ
め
る
」
の
詞
書
の
も
と
に
「
花
園
左
大
臣
家
小
大
進
」
の
作
者
名
（
一
一
三
一
）

を
付
し
て
載
る
。

　

次
に
、「
も
ゝ
よ
ぐ
さ
」
に
つ
い
て
は
、
3
が
『
古
今
六
帖
』
に
同
題
で
載
る
（
三
五
八
四
）
一
方
、
4
が
『
新
撰
六
帖
』
に
「
ざ

ふ
の
草
」
題
で
「
光
俊
」
の
名
（
一
九
五
〇
）
で
、5
が
『
六
百
番
歌
合
』
の
四
番
左
歌
（
歌
題
な
し
）
と
し
て
「
顕
昭
」
の
名
（
一
〇
二
七
）

で
各
々
、
掲
載
さ
れ
る
。

　

次
に
、「
手
向
草
」
に
つ
い
て
は
、
6
が
『
古
今
六
帖
』
に
同
題
で
載
る
（
三
五
八
五
）
が
、『
万
葉
集
』
に
、
巻
一
と
巻
九
に
「
川

島
（
嶋
）
皇
子
」
の
名
（
三
四
・
一
七
二
〇
）
で
、『
新
古
今
集
』
に
『
万
葉
集
』
と
同
じ
作
者
名
（
一
五
八
八
）
で
各
々
、載
る
も
の
の
、

歌
題
表
記
は
な
い
。

　

次
に
、「
さ
し
も
草
」
に
つ
い
て
は
、7
〜
10
が
『
古
今
六
帖
』
に
同
題
で
載
る
（
三
五
八
六
〜
八
九
）
が
、11
も
『
夫
木
抄
』
に
「
皇

太
后
宮
大
夫
俊
成
卿
」（
一
三
六
四
〇
）
の
名
で
、「
指
焼
草
（
さ
し
も
ぐ
さ
）」
の
題
下
に
収
載
さ
れ
る
。

　

次
に
、「
お
ほ
ゐ
草
」
に
つ
い
て
は
、
12
・
13
と
も
に
『
古
今
六
帖
』
に
収
載
さ
れ
ず
、
12
が
『
万
葉
集
』
に
「
右
廿
二
首
上
野
国
」

の
左
注
下
に
収
載
さ
れ
る
（
三
四
三
六
、「
柿
本
朝
臣
人
麿
歌
集
出
也
」）
が
、13
は
『
清
輔
集
』
の
「
恋
」
題
に
収
録
さ
れ
る
（
二
四
九
）

一
方
、『
夫
木
抄
』
に
は
「
莞
草
」
の
題
下
に
「
清
輔
朝
臣
」
の
歌
（
一
三
六
二
〇
）
と
し
て
載
る
。

　

次
に
、「
か
く
も
草
」
に
つ
い
て
は
、
14
・
15
と
も
に
『
古
今
六
帖
』
に
載
る
が
、
そ
こ
で
は
14
が
同
題
で
載
る
（
三
五
九
一
）
一
方
、

15
は
「
お
も
ひ
や
す
」
の
題
下
（
二
九
九
六
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　

次
に
、「
つ
れ
な
し
草
」
に
つ
い
て
は
、
16
が
『
古
今
六
帖
』
に
同
題
で
載
る
（
三
五
九
二
）
一
方
、
17
は
『
新
撰
六
帖
』
に
「
ざ

ふ
の
草
」
の
題
下
に
「
知
家
」
の
歌
（
一
九
四
八
）
と
し
て
載
っ
て
い
る
。

　

次
に
、「
し
た
く
さ
」
に
つ
い
て
は
、『
古
今
六
帖
』
に
18
が
「
つ
れ
な
し
ぐ
さ
」
題
の
「
人
丸
」
の
歌
と
し
て
載
る
（
三
五
九
三
）
が
、

『
万
葉
集
』
に
は
「
寄
物
陳
思
」
歌
群
の
一
首
（
二
四
七
二
）
と
し
て
載
る
の
み
で
、
歌
題
表
記
は
な
い
。
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最
後
に
、「
ね
つ
らこ

草
」
に
つ
い
て
は
、
19
・
20
と
も
に
『
古
今
六
帖
』
に
収
載
さ
れ
、
と
も
に
「
つ
れ
な
し
ぐ
さ
」
題
の
例
歌

（
三
五
九
五
・
三
五
九
五
）
と
し
て
載
る
一
方
、『
万
葉
集
』
に
も
載
る
（
三
五
二
九
・
二
七
七
三
）
が
、
作
者
表
記
は
欠
い
て
い
る
。

　

以
上
を
要
す
る
に
、『
新
撰
六
帖
』
か
ら
の
収
載
歌
は
4
の
ご
と
く
抄
出
さ
れ
て
は
い
る
が
、歌
題
に
つ
い
て
は
「
ね
な
し
草
」「
も
ゝ

よ
ぐ
さ
」「
手
向
草
」「
さ
し
も
草
」「
か
く
も
草
」「
つ
れ
な
し
草
」
の
六
題
が
『
古
今
六
帖
』
か
ら
引
用
さ
れ
る
一
方
、
こ
の
六
題
を

含
め
て
そ
の
ほ
か
の
三
題
も
一
切
『
新
撰
六
帖
』
か
ら
は
抄
出
、
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
本
六
帖
の
注
記
と
し
て
は
、「
目
録
」

の
記
述
よ
り
も
本
文
の
記
述
の
ほ
う
が
正
鵠
を
射
え
て
い
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
次
第
で
、
本
六
帖
は
原
則
的
に
は
『
古
今
六
帖
』『
新
撰
六
帖
』
に
収
録
さ
れ
る
歌
題
を
整
理
、
統
合
し
て
収
め
て
い

る
と
概
略
し
え
よ
う
が
、
以
下
に
は
、
煩
を
厭
わ
ず
に
、
六
帖
題
類
題
集
の
規
範
と
し
て
、
本
六
帖
の
歌
題
を
す
べ
て
掲
載
し
て
お
こ

う
と
思
う
。
ち
な
み
に
、『
新
撰
六
帖
』
の
題
に
は
「
〇
」
を
、
そ
れ
以
外
の
題
に
は
「
△
」
を
付
し
て
お
い
た
。

　
　
　
　
　

第
一
帖

　
　

 

春
（
春
立
日
・
親〈
マ
マ
〉月・
つ
い
た
ち
の
日
・
の
こ
り
の
雪
・
ね
の
ひ
・
わ
か
な
・
あ
を
馬
・
な
か
の
春
・
や
よ
ひ
・
三
日
・
春
の
は
て
）・

夏
（
初
夏
・
更
衣
・
卯
月
・
う
の
花
・
神
ま
つ
り
・
五
月
・
五
日
・
あ
や
め
草
・
水
無
月
・
な
ご
し
の
祓
・
夏
の
は
て
）・
秋
（
秋

立
日
・
初
秋
・
七
夕
・
朝
・
葉
月
・
十
五
夜
・
駒
ひ
き
・
○
あ
き
の
け
う
・
○
秋
夕
・
な
が
月
・
九
日
・
秋
の
は
て
）・
冬
（
初
冬
・

神
無
月
・
○
冬
の
夜
・
し
も
月
・
か
ぐ
ら
・
し
は
す
・
仏
名
・
う
る
ふ
月
・
と
し
の
暮
）・
天
（
○
あ
か
つ
き
・
○
あ
し
た
・
○

ひ
る
・
○
ゆ
ふ
べ
・
○
よ
ひ
・
○
よ
は
・
天
の
そ
ら
・
て
る
日
・
春
の
月
・
夏
の
月
・
秋
の
月
・
冬
の
月
・
雑
の
月
・
三
日
月
・

夕
月
夜
・
○
弓
張
・
○
望
月
・
○
不
去
宵
月
・
○
立
待
・
○
居
待
・
○
寝
待
・
○
廿
日
月
・
有
明
・
夕
や
み
・
○
暁
や
み
・
ほ
し
・

春
の
風
・
夏
の
風
・
秋
の
風
・
冬
の
風
・
山
お
ろ
し
・
あ
ら
し
・
雑
の
風
・
あ
め
・
○
春
の
雨
・
○
五
月
雨
・
ゆ
ふ
立
・
○
秋
の
雨
・

○
冬
の
雨
・
む
ら
雨
・
し
ぐ
れ
・
く
も
・
露
・
し
づ
く
・
か
す
み
・
霧
・
し
も
・
ゆ
き
・
あ
ら
れ
・
こ
ほ
り
・
○
氷
室
・
火
・
け

ぶ
り
・
ち
り
・
な
る
神
・
い
な
づ
ま
・
か
げ
ろ
ふ
） 

（
一
〇
〇
題
）
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第
二
帖

　
　

 

山
（
や
ま
・
山
ど
り
・
さ
る
・
し
か
・
と
ら
・
く
ま
・
む
さ
ゝ
び
・
山
川
・
山
田
・
山
ざ
と
・
山
の
井
・
山
び
こ
・
い
は
ほ
・
み
ね
・

た
に
・
そ
ま
・
を
の
ゝ
え
・
す
み
が
ま
・
せ
き
・
は
ら
・
を
か
・
も
り
・
や
し
ろ
・
み
ち
・
つ
か
ひ
・
う
ま
や
）・
田
（
春
の
田
・

夏
の
田
・
秋
の
田
・
冬
の
田
・
か
り
ほ
・
い
な
お
ふ
せ
鳥
・
そ
ほ
づ
）・
野
（
春
の
野
・
夏
の
野
・
秋
の
野
・
冬
の
野
・
ざ
う
の
野
・

か
り
・
と
も
し
・
わ
し
・
大
鷹
・
小
鷹
・
き
じ
・
は
と
・
う
づ
ら
・
大
た
か
ゞ
り
・
小
鷹
が
り
・
野
べ
野
遊
歟

・
み
ゆ
き
）・
都
（
み

や
こ
・
都
ど
り
・
百
し
き
）・
田
舎
（
国
・
郡
・
里
・
古
郷
・
や
ど
・
や
ど
り
・
か
き
ほ
）・
家
（
い
へ
・
と
な
り
・
井
・
ま
が
き
・

庭
・
に
は
と
り
・
か
ど
・
戸
・
す
だ
れ
・
と
こ
・
む
し
ろ
）・
人
（
お
き
な
・
お
ん
な
・
○
を
う
な
・
お
や
・
う
な
ゐ
・
わ
か
い
こ
・

く
る
ま
・
牛
・
う
ま
）・
仏
事
（
○
仏
事
・
寺
・
か
ね
・
ほ
う
し
・
あ
ま
） 

（
八
五
題
）

　
　
　
　
　

第
三
帖

　
　

 

水
（
み
づ
・
水
ど
り
・
を
し
・
か
も
・
に
ほ
・
う
・
か
め
・
い
を
・
こ
ひ
・
ふ
な
・
す
ゞ
き
・
た
ひ
・
あ
ゆ
・
ひ
を
・
か
は
・
か

は
づ
・
は
し
・
ひ
・
ゐ
ぜ
き
・
し
が
ら
み
・
夜
川
・
網
代
・
や
な
・
江
・
池
・
沼
・
う
き
・
た
き
・
に
は
た
づ
み
・
う
た
か
た
・

さ
は
・
淵
・
瀬
・
海
・
海
人
・
た
く
な
は
・
し
ほ
・
塩
が
ま
・
ふ
ね
・
つ
り
・
い
か
り
・
あ
み
・
な
の
り
そ
・
藻
・
み
る
め
・
わ

れ
か
ら
・
う
ら
・
か
ひ
・
な
ぎ
さ
・
し
ま
・
は
ま
・
浜
千
ど
り
・
は
ま
ゆ
ふ
・
さ
き
・
い
そ
・
な
み
・
み
を
つ
く
し
・
か
た
・
み

な
と
・
と
ま
り
） 

（
六
〇
題
）

　
　
　
　
　

第
四
帖

　
　

 

恋
（
こ
ひ
・
か
た
こ
ひ
・
夢
・
お
も
か
げ
・
う
た
ゝ
ね
・
涙
川
『
新
』
川
の
字
ナ
シ

・
う
ら
み
・
う
ら
み
ず
・
な
い
が
し
ろ
・
ざ
う
の
思
ひ
・

○
お
も
ひ
を
の
ぶ
・
○
ふ
る
き
を
お
も
ふ
）・
祝
（
い
は
ひ
・
わ
か
な
・
つ
ゑ
・
か
ざ
し
）・
別
（
わ
か
れ
・
ぬ
さ
・
た
む
け
・
た
び
・

か
な
し
び
） 

（
二
一
題
）

　
　
　
　
　

第
五
帖



14
　
　

 

雑
思
（
し
ら
ぬ
人
・
い
ひ
は
じ
む
・
と
し
へ
て
い
ふ
・
は
じ
め
て
あ
へ
る
・
あ
し
た
・
し
め
・
あ
ひ
お
も
ふ
・
あ
ひ
思
は
ぬ
・
こ

と
人
を
思
ふ
・
わ
き
て
思
ふ
・
い
は
で
お
も
ふ
・
人
し
れ
ぬ
・
人
に
し
ら
る
ゝ
・
よ
る
独
を
り
・
ひ
と
り
ね
・
ふ
た
り
を
り
・
ふ

せ
り
・
あ
か
つ
き
に
お
く
・
一
夜
へ
だ
て
た
る
・
二
夜
へ
だ
て
た
る
・
物
へ
だ
て
た
る
・
日
比
へ
だ
て
た
る
・
と
し
へ
だ
て
た
る
・

遠
道
へ
だ
て
た
る
・
う
ち
き
て
あ
へ
る
・
よ
ひ
の
ま
・
も
の
が
た
り
・
近
く
て
あ
は
ず
・
人
を
ま
つ
・
人
を
ま
た
ず
・
人
を
よ
ぶ
・

道
の
た
よ
り
・
ふ
み
た
が
へ
・
ひ
と
づ
て
・
わ
す
る
・
わ
す
れ
ず
・
こ
ゝ
ろ
か
は
る
・
お
ど
ろ
か
す
・
お
も
ひ
い
づ
・
む
か
し
を

こ
ふ
・
昔
あ
へ
る
人
・
あ
つ
ら
ふ
・
ち
ぎ
る
・
人
を
た
づ
ぬ
・
め
づ
ら
し
・
た
の
む
る
・
ち
か
ふ
・
口
か
た
む
・
人
づ
ま
・
家
と

じ
を
思
・
思
ひ
や
す
・
思
ひ
わ
づ
ら
ふ
・
く
れ
ど
あ
は
ず
・
人
を
と
ゞ
む
・
と
ゞ
ま
ら
ず
・
な
を
ゝ
し
む
・
を
し
ま
ず
・
な
き
名
・

わ
ぎ
も
こ
・
わ
が
せ
こ
・
か
く
れ
づ
ま
・
に
な
き
思
ひ
・
今
は
か
ひ
な
し
・
こ
ん
よ
・
か
た
み
）・
服
餝
（
玉
く
し
げ
・
た
ま
か

づ
ら
・
か
み
・
も
と
ゆ
ひ
・
く
し
・
た
ま
・
玉
の
を
・
た
ま
だ
す
き
・
か
ゞ
み
・
ま
く
ら
・
た
ま
く
ら
・
は
た
・
こ
ろ
も
・
塩
や

き
衣
・
夏
ご
ろ
も
・
秋
の
衣
・
衣
う
つ
・
か
り
ご
ろ
も
・
す
り
ご
ろ
も
・
あ
さ
衣
・
か
は
ご
ろ
も
・
ぬ
れ
ぎ
ぬ
・
ざ
う
の
衣
・
ふ

す
ま
・
裳
・
ひ
も
・
お
び
・
ひ
と
り
・
こ
と
の
葉
・
ふ
み
・
こ
と
・
ふ
え
・
ゆ
み
・
や
・
た
ち
・
か
た
な
・
さ
や
・
は
か
り
・
あ

ふ
ぎ
・
か
さ
・
み
の
・
か
た
み
・
つ
と
）・
色
（
い
ろ
・
く
れ
な
ゐ
・
む
ら
さ
き
・
く
ち
な
し
・
み
ど
り
）・
錦
綾
（
に
し
き
・
あ
や
・

い
と
・
わ
た
・
ぬ
の
） 

（
一
一
八
題
）

　
　
　
　
　

第
六
帖

　
　

 

草
（
春
の
草
・
夏
の
草
・
秋
の
草
・
冬
の
く
さ
・
し
た
草
・
に
こ
ぐ
さ
・
ざ
う
の
草
・
ね
な
し
草
・
も
ゝ
よ
ぐ
さ
・
た
む
け
草
・
さ
し
も
草
・
△
お
ほ
ゐ
草
・
か
く
も
草
・
つ
れ

な
し
草
・
し
り
草
・
ね
つ
ら
ぐ
さ
已
上
九
題
『
新
』『
古
』
目
録
ノ
セ
ズ

・
山
ぶ
き
・
な
で
し
こ
・
あ
き
萩
・
を
み
な
へ
し
・
す
ゝ
き
・
し
の
す
ゝ
き
・
を
ぎ
・
ら
に
・

き
く
・
草
の
か
う
・
き
ち
か
う
・
り
う
た
ん
・
し
を
に
・
く
た
に
・
さ
う
び
・
か
る
か
や
・
か
や
・
は
ち
す
・
か
き
つ
ば
た
・
こ
も
・

花
か
つ
み
・
あ
し
・
ひ
と
・
ぬ
な
は
・
ね
ぬ
な
は
・
あ
さ
ゞ
・
う
き
ぐ
さ
・
つ
き
草
・
わ
す
れ
草
・
し
の
ぶ
ぐ
さ
・
こ
と
な
し
草
・

せ
り
、
な
ぎ
・
た
で
・
む
ぐ
ら
・
玉
か
づ
ら
・
く
ず
・
さ
ね
か
づ
ら
・
青
つ
ゞ
ら
・
あ
さ
が
ほ
・
あ
さ
ぢ
・
つ
ば
な
・
か
に
ひ
・
あ
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ぢ
さ
ゐ
・
さ
こ
く
・
す
み
れ
・
を
は
ぎ
・
わ
ら
び
・
ゑ
ぐ
・
ゆ
り
・
あ
ゐ
・
ま
さ
き
か
づ
ら
・
ひ
か
げ
・
山
た
ち
ば
な
・
す
げ
・
さ
ゝ
・

あ
ふ
ひ
・
か
た
ば
み
・
み
く
り
・
よ
も
ぎ
・
こ
け
・
い
ち
し
・
し
ば
）・
虫
（
む
し
・
せ
み
・
夏
む
し
・
き
り

ぐ
す
・
ま
つ
む
し
・

す
ゞ
虫
・
ひ
ぐ
ら
し
・
ほ
た
る
・
は
た
お
り
め
・
く
も
・
て
ふ
）・
木
（
木
・
し
を
り
・
は
な
・
秋
の
は
な
・
紅
葉
・
は
ゝ
そ
・
ま

ゆ
み
・
か
へ
で
・
松
・
か
へ
・
た
け
・
た
か
ん
な
・
う
め
・
こ
う
梅
・
柳
・
さ
く
ら
・
か
に
は
ざ
く
ら
・
花
ざ
く
ら
・
山
ざ
く
ら
・

庭
桜
・
ひ
ざ
く
ら
・
ふ
ぢ
・
た
ち
花
・
あ
べ
た
ち
ば
な
・
し
ひ
・
ざ
く
ろ
・
な
し
・
山
な
し
・
も
ゝ
・
す
も
ゝ
・
か
ら
も
ゝ
・
く
る
み
・

す
ぎ
・
む
ろ
・
ま
き
・
か
つ
ら
・
か
う
か
・
あ
ふ
ち
・
か
し
・
く
ぬ
ぎ
・
つ
ば
き
・
か
し
は
・
ほ
ゝ
が
し
は
・
な
が
め
が
し
は
・
つ
ゝ

じ
・
岩
つ
ゝ
じ
・
ひ
さ
ぎ
・
く
は
・
は
た
つ
も
り
・
し
き
み
・
あ
せ
み
・
や
ま
ち
さ
・
ゆ
づ
る
葉
・
か
た
か
し
・
つ
ま
ゝ
・
さ
ね
き
）・

鳥
（
と
り
・
は
な
ち
ど
り
・
ひ
な
ど
り
・
か
も
・
鶴
・
か
り
・
○
か
へ
る
か
り
・
う
ぐ
ひ
す
・
ほ
と
ゝ
ぎ
す
・
ち
ど
り
・
よ
ぶ
こ
鳥
・

し
ぎ
・
か
ら
す
・
さ
ぎ
・
は
こ
ど
り
・
か
ほ
ど
り
・
か
さ
ゝ
ぎ
・
も
ず
・
く
ひ
な
・
つ
ば
く
ら
め
） 

（
一
六
六
題
）

　

以
上
を
要
す
れ
ば
、本
六
帖
に
収
載
を
み
る
歌
題
は
、「
お
ほ
ゐ
草
」「
し
り
く
さ
」「
ね
つ
ら
草
」
の
三
題
に
つ
い
て
は
『
古
今
六
帖
』

『
新
撰
六
帖
』
と
も
に
収
録
し
な
い
が
、
そ
れ
以
外
の
歌
題
は
す
べ
て
両
六
帖
に
収
載
さ
れ
る
な
か
、
就
中
、『
古
今
六
帖
』
に
掲
載
さ

れ
る
歌
題
が
大
半
を
占
め
て
い
る
実
態
が
窺
知
さ
れ
る
と
い
え
よ
う
か
。

四　

例
歌
（
証
歌
）
の
問
題
―
―
出
典
と
詠
歌
作
者

　

さ
て
、
本
六
帖
に
収
載
さ
れ
る
歌
題
に
つ
い
て
は
、
大
略
、
以
上
の
と
お
り
だ
が
、
そ
れ
で
は
、
本
六
帖
に
掲
載
さ
れ
る
例
歌
（
証
歌
）

に
つ
い
て
は
い
か
が
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
を
検
討
す
る
に
際
し
て
示
唆
を
与
え
る
の
が
、「
題
ご
と
に
五
首
を
出
さ
れ
ぬ
れ
ば
」

と
記
述
さ
れ
て
い
る
「
序
文
」
の
記
述
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
こ
で
、
こ
の
視
点
か
ら
本
六
帖
の
例
歌
（
証
歌
）
を
概
観
し
て
み
る
と
、

す
で
に
言
及
し
た
1
〜
20
の
例
歌
（
証
歌
）
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、「
ね
な
し
草
」
が
二
首
、「
も
ゝ
よ
ぐ
さ
」
が
三
首
、「
手
向
草
」
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が
一
首
、「
お
ふ
ゐ
草
」
が
二
首
、「
か
く
も
草
」
が
二
首
、「
つ
れ
な
し
草
」
が
二
首
、「
し
り
く
さ
」
が
一
首
、「
ね
つ
ら
草
」
が
二

首
の
と
お
り
で
、
い
ず
れ
も
例
歌
（
証
歌
）
が
五
首
未
満
で
あ
る
。

　

ち
な
み
に
、
そ
の
ほ
か
の
歌
題
で
、
例
歌
（
証
歌
）
が
五
首
未
満
で
あ
る
歌
群
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

お
ん
な　

△
和
名　

嫗
・
於
無
名　

老
嫗
称
也

　

21　

い
に
し
へ
の
お
う
な
に
し
て
や
か
く
ば
か
り
恋
に
し
づ
ま
ん
て夕
万
は
ら
は
の
ご
と 

（
万
四
、八
六
一
）

　

22　

お
ち
つ
も
る
松
を
ひ
ろ
ひ
て
年
ふ
れ
ば
老
の
つ
ま
木
と
人
や
み
る
ら
ん 

（
未
、
八
六
二
）

　

23　

百
と
せ
に
お
い
くシ
タ
ゝ
ミ
テ
ヨ
ゝ
ム
万
下
同
イ
ト
ハ

ち
ひ
そ
み
成
ぬ
と
も
我
は
わ
す
れ
じ
恋
は
ま
す
と
も 

（
万
四
、八
六
三
）

　
　
　
　
　

雑
の
く
さ　
契
沖
云
、
以
下
九
題
惣
標
ノ
下
ニ
オ
ケ
ル
別
題
ナ
ル
故
、
目
録
ニ
出
サ
ズ
。
前
後
二
首
、
本
題
ノ
心
ヲ
ア
ラ
ハ
シ
、
其
中
ヲ
ツ
ゝ
メ
リ
。

　

24　

し
ほ
み
て
ば
人
ぬ
る
磯
の
草
な
れ
や
み
ら
く
す
く
な
く
こ
ふ
ら
く
の
多
き 

（
万
七
・
寄
藻
、
浜
成
、
和
哥
式
、
一
九
四
九
）

　

25　

い
た
づ
ら
に
ふ
る
の
ゝ
沢
に
か
る
草
の
心
づ
か
ら
や
よ
を
な
げ
く
べ
き 

（
家
・
一
九
五
〇
）

　

26　

み
つ
の
ゝ
の
ま
き
の
ひ
つ
ぎ
の
か
り
草
の
つ
か
の
ま
も
な
し
恋
の
乱
は 

（
為
・
一
九
五
一
）

　

27　

み
ま
草
は
く
る
と
も
か
ら
ん
み
こ
も
り
の
ゐ
か
ひ
の
岡
の
こ
と
の
し
げ
く
さモ
イ 

（
信
・
一
九
五
二
）

　
　
　
　
　

く
さ
の
か
う　

以
下
六
種
不
載
『
新
六
』　

ナ
ス
和
名
久
佐
之
香

香
草

　

28　

草
の
か
う
色
か
は
り
ぬ
る
白
露
は
こ
ゝ
ろ
お
き
て
も
思
ふ
べ
き
哉 

（
伊
セ
・
家
、
二
〇
一
八
）

　

29　

し
ら
露
の
い
か
に
そ
む
れ
ば
草
の
か
う
お
く
度
ご
と
に
色
の
ま
す
ら
ん 

（
元
真
集
、
二
〇
一
九
）

　
　
　
　
　

き
ち
か
う　

△
本
草
云
、
桔
梗
和
名　

阿
里
乃
比
布
木

　

30　

あ
き
ち
か
う
野
は
な
り
に
け
り
白
露
の
お
け
る
草
葉
も
色
か
は
り
行 

（
古
・
友
則
、
二
〇
二
〇
）

　

31　

秋
の
月
ち
か
う
て
ら
す
と
み
え
つ
る
は
露
に
う
つ
ろ
ふ
光
な
り
け
り 

（
未
、
二
〇
二
一
）

　

32　

あ
だ
人
の
ま
が
き
ち
か
う
な
花
う
ゑ
そ
に
ほ
ひ
も
あ
へ
ず
折
つ
く
し
け
り 

（
拾
○
、
二
〇
二
二
）
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り
う
た
む　

龍
瞻
和
名　

衣
夜
異
久
佐
一
云
邇
加
奈

　

33　

わ
が
や
ど
の
花
ふ
み
ちシ
ダ
ク
古ら
す
と
り
う
た
ん
野
は
な
け
れ
ば
や
こ
ゝ
に
し
も
く
る 

（
古
・
友
、
二
〇
二
三
）

　

34　

花
し
あ
ら
ば
か
つ
き
て
を
ら
ん
秋
風
に
波
た
ち
か
へ
り
う
た
ん
な
か
に
も 

（
本
云
・
貫
、
家
ナ
シ
、
二
〇
二
四
）

　

35　

風
さ
む
み
鳴
か
り
が
ね
の
こ
ゑ
に
よ
り
う
た
ん
衣
を
ま
づ
や
か
ら
ま
し 

（
新
勅
雑
哥
、
二
〇
二
五
）

　

36　

川
上
に
い
ま
よ
り
う
た
む
あ
じ
ろ
に
は
ま
づ
も
み
ぢ
ば
や
よ
ら
ん
と
す
ら
む 

（
拾
○
、
二
〇
二
六
）

　
　
　
　
　

く
た
に　

△
苦
丹
、
契
云
牡
丹
類
歟　

不
載
和
名

　

37　

ち
り
ぬ
れ
ば
後
は
あ
く
た
に
な
る
花
を
思
ひ
し
ら
ず
も
ま
ど
ふ
今テ
フ
古日
哉 

（
古
遍
、
二
〇
三
二
）

　

38　

水
上
を
山
に
て
お
つ
る
滝
つ
せ
の
雫
の
た
え
ず
そ
ゝ
く
た
に
陰 

（
本
云
・
貫
之
、
家
ナ
シ
、
二
〇
四
三
）

　
　
　
　
　

さ
う
び　

△
薔
薇　

和
名　

無
波
良
乃
異

　

39　

我
は
け
さ
さ
う
び
に
ぞ
み
つ
る
花
の
色
を
あ
だ
な
る
物
と
い
ふ
べ
か
り
け
り 

（
古
・
貫
、
家
な
し
、
二
〇
三
四
）

　
　
　
　
　

か
に
ひ　

此
題
不
載
『
新
六
』

　

40　

わ
た
つ
海
の
沖
な
か
に
ひ
の
は
な
れ
出
て
も
ゆ
と
みユ
ル
拾
下
同
え
し
は
蜑
の
漁
カ火 

（
拾
・
伊
、
家
、
二
一
七
〇
）

　

41　

か
た
岡
に
ひ
の
は
る

ぐ
と
み
え
つ
る
は
こ
の
も
か
の
も
に
た
れ
か
つ
げ
ゝ
ん 

（
未
、
二
一
七
一
）

　

42　

花
の
い
ろ
の
こ
き
を
み
ず
と
て
き
た
る
み
の
お
ろ
か
に
人
は
思
ふ
ら
ん
や
は 

（
伊
勢
集
、
二
一
七
二
）

　
　
　
　
　

さ
こ
く　

此
題
不
載
『
新
六
』

　

43　

春
は
き
て
き
の
ふ
ば
か
り
を
浅
み
ど
り
色
は
け
さ
こ
く
野
は
成
に
け
り 

（
未
、
二
一
七
八
）

　

44　

は
る
雨
に
し
め
ぞ
ゆ
ふ
ら
し
花
に
け
さ
こ
く
は
花
え
て
咲
み
ち
に
け
り 

（
未
、
二
一
七
九
）

　

45　

秋
の
ゝ
は
ね
こ
じ
に
こ
じ
て
も
て
ぬ
と
も
い
は
ほ
の
た
ね
は
の
こ
し
や
は
せ
ぬ 

（
未
、
二
二
八
〇
）

　
　
　
　
　
　

是
は
物
名
に
あ
ら
ず
。
さ
こ
く
を
見
て
よ
め
る
歟
。
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か
た
ば
み　

此
題
不
載
『
新
六
』　

酢
漿　

和
名　

加
太
波
美

　

46　

あ
ふ
こ
と
の
か
た
ば
み
く
さ
も
つ
ま
な
く
に　

本
（
以
下
欠
） 

（
未
、
二
二
四
一
）

　
　
　
　
　

あ
べ
た
ち
ば
な　

不
載
『
新
六
』 

 

　

47　

わ
ぎ
も
子
に
あ
は
で
久
し
くモ
万
下
同む
ま
し
たモ

の
あ
べ
立
花
の
こ
け
おノ
ム
スふ
る
ま
で 

（
万
十
一
、二
四
三
七
）

　
　
　
　
　
　

 
△
和
名
云
、
橙
似
柚
而
小
者
也
。
和
名
、
安
倍
太
知
波
奈
。『
新
六
帖
』
ア
ツ
立
花
ト
ヨ
メ
ル
ハ
、「
ヘ
」
ヲ
「
つ
」
ニ

ア
ヤ
マ
レ
ル
歟
。
仍
而
不
載
哥
。

　
　
　
　
　

か
ひ　

不
載
『
新
六
』　

和
名
、
卵　

加
比
古

　

48　

あ
し
た
づ
の
か
ひ
こ
め
く
つ
る
す
ご
も
り
の
つ
ひ
に
か
へ
ら
ぬ
身
と
や
な
り
な
ん 

（
未
、
二
六
〇
九
）

　

49　

鳥
の
こ
は
か
へ
り
て
の
ち
ぞ
な
か
れ
け
る
身
の
か
ひ
な
き
を
思
ひ
し
り
つ
ゝ 

（
同
、
二
六
一
〇
）

　

50　

と
り
の
こ
は
み
な
ひ
な
ゝ
が
ら
立
て
い
ぬ
か
ひ
の
み
ゆ
る
は
す
も
り
也
け
り 

（
拾
○
、
二
六
一
一
）

　

51　

す
も
り
ご
も
い
で
に
け
る
か
と
み
る
時
は
か
ひ
な
き
身
さ
へ
う
ら
や
ま
れ
け
る 

（
忠
見
集
、
二
六
一
二
）

　

す
な
わ
ち
、「
雑
の
く
さ
」「
り
う
た
む
」「
か
ひ
」
が
各
々
、
四
首
、「
お
ん
な
」「
き
ち
か
う
」「
か
に
ひ
」「
さ
こ
く
」
が
各
々
、

三
首
、「
く
さ
の
か
う
」「
く
た
に
」
が
各
々
、
二
首
、「
さ
う
び
」「
か
た
ば
み
」「
あ
べ
た
ち
ば
な
」
が
各
々
、
一
首
の
と
お
り
で
、

さ
き
に
1
〜
20
の
例
歌
の
事
例
で
指
摘
し
た
八
例
を
加
え
る
と
、
本
六
帖
に
示
さ
れ
る
五
首
未
満
の
例
歌
（
証
歌
）
群
は
都
合
二
十
例

と
な
る
。
と
い
う
こ
と
は
、本
六
帖
に
収
録
す
る
総
歌
題
五
百
五
十
題
か
ら
二
十
題
を
減
じ
た
五
百
三
十
題
に
は
、五
首
の
例
歌
（
証
歌
）

が
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
よ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、本
六
帖
に
収
載
さ
れ
る
例
歌
（
証
歌
）
の
出
典
（
原
拠
資
料
）
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
「
此

見
ん
や
う
」
に
、「
一　

歌
は
證
と
な
る
べ
き
を
の
す
。『
新
撰
』、
又
は
余
集
よ
り
い
だ
せ
る
は
、
是
も
『
て
ん
』
を
か
く
。」
と
記
述

さ
れ
て
い
る
の
で
、
例
歌
は
必
ず
し
も
、『
古
今
六
帖
』
と
『
新
撰
六
帖
』
に
限
定
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
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ろ
う
。
そ
こ
で
、
本
六
帖
に
収
録
の
例
歌
（
証
歌
）
を
調
査
し
て
み
る
と
、
以
下
に
掲
げ
る
詠
歌
に
つ
い
て
は
、『
古
今
六
帖
』『
新
撰

六
帖
』
か
ら
の
抄
出
で
な
い
こ
と
が
判
明
す
る
。

　

52　

あ
り
ふ
れ
ば
も
ろ
こ
し
な
ら
ぬ
わ
が
国
も
と
ら
の
口
を
ば
え
や
は
の
が
る
ゝ 

（
夫
廿
七
、五
二
五
）

　

2　

あ
え
し
ら
ぬ
み
む
ろ
の
峯
の
ね
な
し
草
百
夜
い
で
ま
せ
わ
が
い
た
る
ま
で 

（
千
・
小
大
進
、
一
九
五
四
）

　

5　

も
ゝ
夜
草
も
ゝ
よ
ま
で
な
ど
た
の
め
け
ん
仮
そ
め
ぶ
し
の
し
ぢ
の
は
し
が
き 

（
六
百
番
・
顕
昭
、
一
九
五
七
）

　

11　

さ
し
も
草
さ
し
も
し
の
ば
ぬ
中
な
ら
ば
思
ひ
あ
り
と
も
い
は
ま
し
も
の
を 

（
同
〈
夫
木
廿
八
〉・
俊
成
、
一
九
六
三
）

　

12　

か
んミ

つ
け
の
い
な
ら
の
沼
の
お
ほ
ゐ
草
よ
そ
に
み
し
よ
は
今
こ
そ
ま
さ
れ 

（
万
十
四
、一
九
六
四
）

　

13　

河
千
鳥
な
く
や
河
べ
の
お
ほ
ゐ
草
す
そ
う
ち
お
ほ
ひ
一
夜
ね
さ
せ
よ 

（
清
輔
集
、
一
九
六
五
）

　

29　

し
ら
露
の
い
か
に
そ
む
れ
ば
草
の
か
う
お
く
度
ご
と
に
色
の
ま
す
ら
ん 

（
元
真
集
、
二
〇
一
九
）

　

32　

あ
だ
人
の
な
が
き
ち
か
う
な
花
う
ゑ
そ
に
ほ
ひ
も
あ
へ
ず
折
つ
く
し
け
り 

（
拾
○
、
二
〇
二
二
）

　

36　

川
上
に
い
ま
よ
り
う
た
む
あ
じ
ろ
に
は
ま
づ
も
み
ぢ
ば
や
よ
ら
ん
と
す
ら
む 

（
拾
○
、
二
〇
二
六
）

　

42　

花
の
い
ろ
の
こ
き
を
み
ず
と
て
き
た
る
み
の
お
ろ
か
に
人
は
思
ふ
ら
ん
や
は 

（
伊
勢
集
、
二
一
七
二
）

　

50　

と
り
の
こ
は
み
な
ひ
な
ゝ
が
ら
立
て
い
ぬ
か
ひ
の
み
ゆ
る
は
す
も
り
也
け
り 

（
拾
○
、
二
一
一
一
）

　

51　

す
も
り
ご
も
い
で
に
け
る
か
と
み
る
時
は
か
ひ
な
き
身
さ
へ
う
ら
や
ま
れ
け
る 

（
忠
見
集
、
二
六
一
二
）

　

53　

音
羽
山
木
下
陰
に
か
ほ
鳥
の
見
え
が
く
れ
せ
し
か
ほ
ぞ
恋
し
き 

（
伊
セ
、
家
、
二
六
七
一
）

　

54　

め
づ
ら
く
つ
ば
め
軒
ば
に
き
な
る
れ
ば
霞
が
く
れ
に
か
り
か
へ
る
な
り 

（
夫
木
・
野
宮
左
大
臣
、
二
六
八
九
）

　

55　

か
ぞ
い
ろ
は
あ
は
れ
と
み
ら
ん
つ
ば
め
だ
に
ふ
た
り
は
人
に
ち
ぎ
ら
ぬ
物
を 

（
同
○
、
二
六
九
〇
）

　

56　

春
を
こ
ふ
る
心
に
い
か
ゞ
つ
ば
く
ら
め
か
へ
る
野
中
の
秋
の
ゆ
ふ
ぐ
れ 

（
同
・
後
京
極
、
二
六
九
一
）

　

57　

二
月
の
な
か
ば
に
な
る
と
し
り
が
ほ
に
早
く
も
来
け
る
つ
ば
く
ら
め
哉 

（
同
・
定
家
、
二
六
九
二
）
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以
上
、
す
で
に
引
用
済
み
の
例
歌
（
証
歌
）
も
再
掲
し
て
当
該
関
係
歌
を
紹
介
し
た
が
、
こ
の
整
理
に
よ
っ
て
、
本
六
帖
に
は
十
七

首
の
『
古
今
六
帖
』『
新
撰
六
帖
』
に
収
載
を
み
な
い
出
典
（
原
拠
資
料
）
が
収
め
ら
れ
て
い
る
実
態
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
と
い
う

こ
と
は
、
本
六
帖
に
収
載
の
総
歌
数
二
千
六
百
九
十
二
首
か
ら
十
七
首
を
減
じ
た
二
千
六
百
七
十
五
首
が
、『
古
今
六
帖
』『
新
撰
六
帖
』

か
ら
採
録
さ
れ
て
い
る
実
態
が
明
白
に
な
る
と
い
う
わ
け
だ
。

　

ち
な
み
に
、
こ
の
数
値
は
、
た
と
え
ば
、
本
六
帖
の
集
付
（
出
典
注
記
）
に
「
未
」
と
あ
る
、

　

58　

初
秋
の
空
に
霧
た
つ
か
ら
衣
袖
の
露
け
き
あ
さ
ぼ
ら
け
哉 

（
は
つ
あ
き
、
未
、
一
一
六
）

の
58
の
ご
と
き
例
歌
（
証
歌
）
に
つ
い
て
は
、
じ
つ
は
、『
古
今
六
帖
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
（
一
二
九
）
詠
歌
な
の
で
、
こ
の
場
合
、

本
六
帖
の
集
付
に
関
係
な
く
、『
古
今
六
帖
』
を
原
拠
資
料
と
み
な
し
て
処
理
し
た
結
果
で
あ
る
点
を
断
っ
て
お
き
た
い
と
思
う
。

　

そ
こ
で
、
本
六
帖
は
『
古
今
六
帖
』『
新
撰
六
帖
』
の
両
類
題
集
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
割
合
で
抄
出
し
て
い
る
の
か
を
調
査
し
て
み

る
と
、
次
の
（
表
1
）
の
ご
と
き
結
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
（
表
1
）　

本
六
帖
の
出
典
資
料
一
覧
表

作
品　
　
　

   

部
類

第
一
帖

第
二
帖

第
三
帖

第
四
帖

第
五
帖

第
六
帖

合　

計

古
今
六
帖

新
撰
六
帖

そ
の
他

三
三
八

一
六
二

二
九
四

一
二
八一

二
一
一

八
九

八
〇

二
五

三
五
六

二
三
四

四
二
五

三
三
三

一
六

一
七
〇
四
首

九
七
一
首

一
七
首

合　

計

五
〇
〇

四
二
三

三
〇
〇

一
〇
五

五
九
〇

七
七
四

二
六
九
二
首

　

こ
の
（
表
1
）
に
よ
る
と
、
本
六
帖
は
『
古
今
六
帖
』
か
ら
千
七
百
四
首
、『
新
撰
六
帖
』
か
ら
九
百
七
十
一
首
、
そ
の
他
か
ら

十
七
首
抄
出
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
、
こ
の
数
値
は
、
本
六
帖
に
『
古
今
六
帖
』
が
六
十
三
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
、『
新

撰
六
帖
』
が
三
十
六
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
、
そ
の
他
が
〇
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
を
各
々
、
占
め
る
割
合
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
換
言
す
れ
ば
、

本
六
帖
は
類
題
集
の
嚆
矢
た
る
『
古
今
六
帖
』
か
ら
の
収
載
歌
を
基
本
に
し
て
、『
新
撰
六
帖
』
歌
、
そ
の
他
を
そ
の
補
完
材
料
に
し
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て
成
立
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
か
。

　

な
お
、
そ
の
他
の
十
七
首
の
出
典
を
本
六
帖
の
集
付
に
よ
っ
て
紹
介
し
て
お
け
ば
、『
夫
木
抄
』
が
六
首
（
11
・
52
・
54
〜
57
）、『
拾

遺
集
』
が
三
首
（
32
・
36
・
50
）、『
伊
勢
集
』
が
二
首
（
42
・
53
）、『
万
葉
集
』（
12
）『
千
載
集
』（
2
）『
六
百
番
歌
合
』（
5
）『
清

輔
集
』（
13
）『
元
真
集
』（
29
）『
忠
見
集
』（
51
）
が
各
々
、
一
首
と
な
ろ
う
が
、
ち
な
み
に
、『
万
葉
集
』『
六
百
番
歌
合
』『
清
輔
集
』

『
元
真
集
』
の
収
録
歌
と
『
伊
勢
集
』
の
53
の
詠
は
、
い
ず
れ
も
『
夫
木
抄
』
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
事
実
を
言
い
添
え
て
お
き
た
い

と
思
う
。

　

そ
れ
で
は
、
本
六
帖
に
収
載
さ
れ
る
、
こ
れ
ら
の
三
種
類
に
分
類
さ
れ
る
例
歌
（
証
歌
）
の
詠
歌
作
者
は
、
い
か
な
る
歌
人
で
あ
ろ

う
か
。
ま
ず
は
『
古
今
六
帖
』
に
収
載
さ
れ
る
歌
人
か
ら
検
討
し
た
い
が
、
そ
の
際
、
た
と
え
ば
、「
七
日
の
歌
」
の
題
で
、
集
付
（
出

典
注
記
）
に
「
拾
（
遺
集
）○
」
と
あ
る
、

　

59　

わ
び
ぬ
れ
ば
常
は
ゆ
ゝ
し
き
た
な
ば
た
も
う
ら
や
ま
れ
ぬ
る
物
に
ぞ
有
け
る 

（
一
二
二
）

の
59
の
歌
や
、「
あ
や
め
ぐ
さ
」
の
題
で
、
集
付
に
「
本
云
・
貫
之
、
家
（
集
）・
ナ
シ
、
続
古
（
今
集
）・
貫
（
之
）」
と
注
記
す
る
、

　

60　

水
が
く
れ
て
お
ふ
る
五
月
の
菖
蒲
草
かナ
ガ
キ
タ
メ
シ
ニ
人
ハ
ヒ
カ
ナ
ン
　
続
古

を
尋
ね
て
や
ひ
と
の
ひ
く
ら
ん 

（
九
六
）

の
60
の
歌
の
扱
い
に
つ
い
て
は
、
詠
歌
作
者
が
『
古
今
六
帖
』
で
は
、
各
々
、
前
者
が
「
ふ
か
や
ぶ
（
深
養
父
）」、
後
者
が
読
人
不
知

と
あ
っ
て
異
同
が
認
め
ら
れ
、
要
す
る
に
、『
古
今
六
帖
』
収
載
歌
の
詠
歌
作
者
に
つ
い
て
は
未
確
定
要
素
が
多
く
、
決
定
的
証
拠
に

欠
け
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
の
だ
。
し
た
が
っ
て
、『
古
今
六
帖
』
歌
の
詠
歌
作
者
の
決
定
に
つ
い
て
は
、『
古
今
六
帖
』（『
新

編
国
歌
大
観
』
所
収
本
）
の
記
述
に
依
拠
し
て
判
断
し
た
こ
と
を
断
っ
て
お
き
た
い
と
思
う
。

　

さ
て
、
本
六
帖
に
収
載
さ
れ
る
『
古
今
六
帖
』
歌
を
概
観
す
る
と
、
圧
倒
的
に
多
い
の
が
詠
歌
作
者
不
詳
の
い
わ
ゆ
る
「
読
人
不
知
」

歌
群
で
あ
る
。
そ
れ
は
本
六
帖
の
収
載
歌
千
七
百
四
首
の
う
ち
、
千
百
七
十
二
首
に
達
し
て
お
り
、
そ
の
比
率
は
六
十
八
・
八
パ
ー
セ

ン
ト
を
占
め
て
い
る
。
ま
さ
に
『
古
今
六
帖
』
か
ら
の
抄
出
歌
は
「
読
人
不
知
」
歌
群
の
オ
ン
・
パ
レ
ー
ド
と
い
え
よ
う
が
、
参
考
ま
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で
に
、『
古
今
六
帖
』
抄
出
歌
の
歌
人
傾
向
を
知
る
た
め
に
、
残
り
の
五
百
三
十
二
首
の
詠
歌
作
者
を
調
査
し
て
み
る
と
、
総
勢

百
二
十
名
に
及
ん
で
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
一
首
収
載
歌
人
が
大
半
を
占
め
て
い
る
の
で
、
便
宜
的
に
三
首
以
上
の
収
載

歌
人
を
整
理
、
一
覧
し
て
み
る
と
、
次
の
（
表
2
）
の
ご
と
く
な
る
。

　
（
表
2
）　
『
古
今
六
帖
』
か
ら
三
首
以
上
抄
出
さ
れ
る
詠
歌
歌
人
一
覧
表

詠
歌
作
者　

歌
数

詠
歌
作
者　

歌
数

詠
歌
作
者　

歌
数

1　

紀
貫
之

2　

伊
勢

3　

凡
河
内
躬
恒

4　

柿
本
人
麿

5　

大
伴
家
持

6　

素
性

7　

壬
生
忠
峯

8　

在
原
業
平　

一
六
一

五
四

四
三

四
一

二
二

二
一

一
七

一
三

8　

紀
友
則

10　

遍
昭

10　

清
原
深
養
父

12　

藤
原
敏
行

13　

笠
女
郎

13　

小
野
小
町

13　

藤
原
興
風

16　

在
原
元
方

一
三

一
〇

一
〇八七七七六

17　

藤
原
忠
房

18　

阪
上
郎
女

18　

阪
上
是
則

20　

山
部
赤
人

20　

藤
原
関
雄

20　

藤
原
兼
輔

20　

大
江
千
里

五四四三三三三

　

 

合　
　

計

四
六
五
首

　

こ
の
（
表
2
）
に
よ
っ
て
、『
古
今
六
帖
』
収
載
歌
人
で
は
、『
古
今
集
』
の
撰
者
で
あ
る
紀
貫
之
が
断
然
ト
ッ
プ
で
、
同
じ
く
凡
河

内
躬
恒
・
壬
生
忠
峯
・
紀
友
則
な
ど
の
撰
者
、
お
よ
び
伊
勢
・
素
性
・
在
原
業
平
・
遍
昭
な
ど
の
古
今
集
歌
人
が
続
く
な
か
、『
万
葉
集
』

で
は
、
編
者
の
大
伴
家
持
を
凌
駕
し
て
柿
本
人
麿
が
ト
ッ
プ
の
位
置
を
占
め
な
が
ら
、
笠
女
郎
・
坂
上
郎
女
な
ど
と
続
き
、
当
然
の
こ

と
な
が
ら
、『
万
葉
集
』『
古
今
集
』
の
著
名
歌
人
の
名
が
勢
揃
い
し
て
い
る
実
態
が
見
て
取
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　

ち
な
み
に
、
二
首
以
下
の
収
載
歌
人
に
つ
い
て
も
掲
載
し
て
お
く
と
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
な
お
、「
西
院
」「
天
帝
」「
大
納
言
」

な
ど
、
固
有
名
詞
が
特
定
し
え
な
い
場
合
は
、
そ
の
ま
ま
の
表
記
で
示
し
て
お
い
た
。

　

  〔
二 

首
収
載
歌
人
〕　

在
原
滋
春
・
在
原
行
平
・
忌
部
黒
麿
・
兼
芸
・
志
貴
皇
子
・
衣
通
姫
・
平
貞
文
・
高
田
女
王
・
橘
諸
兄
・
春
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道
列
樹
・
藤
原
因
香
・
藤
原
冬
嗣
・
源
重
之
・
源
順
・
源
宗
于
・
湯
原
王 

（
一
六
名
）

　
  〔

一 

首
収
載
歌
人
〕　

厚
見
王
・
安
倍
仲
麻
呂
・
安
倍
虫
麿
・
荒
原
棟
梁
・
有
間
皇
子
・
石
川
王
・
石
川
女
郎
・
石
川
広
成
・
石
上
乙
麿
・

宇
多
法
皇
・
海
上
女
王
・
大
江
朝
綱
・
大
春
日
師
範
・
大
津
皇
子
・
大
伴
郎
女
・
大
伴
像
見
・
大
友
黒
主
・
大
伴
三
衣
・
大
中
臣

頼
基
・
大
伴
百
代
・
大
伴
安
麿
・
大
宅
女
・
遠
智
王
女
・
小
野
老
・
小
野
小
町
が
姉
・
小
野
千
古
・
鏡
王
女
・
香
具
山
の
花
子
・

笠
金
村
・
兼
覧
王
・
紀
飯
麿
・
紀
郎
女
・
紀
皇
女
・
紀
淑
望
・
光
孝
天
皇
・
西
院
・
酒
井
人
真
・
桜
井
大
君
・
薩
妙
観
命
婦
・
沙

弥
尼
・
神
退
・
神
武
天
皇
・
駿
河
丸
・
聖
武
天
皇
・
大
納
言
・
平
中
興
・
高
橋
安
麿
・
高
安
王
・
高
市
黒
人
・
天
智
天
皇
・
天
帝
・

舎
人
皇
子
・
中
務
・
長
忌
寸
奥
麿
・
額
田
王
・
藤
原
朝
忠
・
藤
原
敦
忠
・
藤
原
勝
臣
・
藤
原
言
直
・
藤
原
実
方
・
藤
原
実
頼
・
藤

原
高
遠
・
藤
原
時
平
・
藤
原
仲
平
・
藤
原
直
子
・
藤
原
後
蔭
・
藤
原
好
風
・
文
屋
朝
康
・
文
屋
康
秀
・
平
城
天
皇
・
源
常
・
源
信
・

源
能
有
・
壬
生
忠
見
・
三
輪
の
御
・
元
良
親
王
・
文
武
天
皇
・
山
口
女
王
・
山
上
憶
良
・
弓
削
皇
子 

（
八
〇
名
）

　

次
に
、本
六
帖
に
収
載
さ
れ
る
『
新
撰
六
帖
』
か
ら
の
抄
出
歌
九
百
七
十
一
首
の
詠
歌
作
者
に
つ
い
て
、各
帖
別
に
検
討
を
加
え
る
と
、

次
の
（
表
3
）
の
ご
と
き
結
果
が
得
ら
れ
る
。

　
（
表
3
）　
『
新
撰
六
帖
』
か
ら
抄
出
さ
れ
た
詠
歌
歌
人
一
覧
表

作
者　
　
　

   

部
類

第
一
帖

第
二
帖

第
三
帖

第
四
帖

第
五
帖

第
六
帖

合　

計

　

藤
原
為
家

　

衣
笠
家
良

　

藤
原
光
俊

　

藤
原
信
実

　

六
条
知
家

三
四

三
一

三
五

二
九

三
三

二
一

二
四

三
〇

二
七

二
六

一
五

一
七

二
一

一
二

二
四

四六八四三

四
一

五
二

四
九

三
〇

六
二

四
六

六
八

八
四

五
八

七
七

一
六
一
首

一
九
八
首

二
二
七
首

一
六
〇
首

二
二
五
首

　

こ
の
（
表
3
）
に
よ
る
と
、『
新
撰
六
帖
』
の
主
催
者
お
よ
び
企
画
推
進
者
と
推
測
さ
れ
る
、
衣
笠
家
良
と
藤
原
為
家
の
詠
歌
を
凌
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駕
し
て
、
藤
原
光
俊
と
六
条
知
家
の
そ
れ
が
収
録
さ
れ
て
い
る
実
態
が
明
瞭
に
な
る
が
、
そ
の
確
た
る
理
由
に
つ
い
て
は
、
藤
原
信
実

が
最
少
抄
出
歌
人
で
あ
る
理
由
と
と
も
に
、
明
確
に
し
え
な
い
現
況
に
あ
る
。

　

最
後
に
、『
古
今
六
帖
』『
新
撰
六
帖
』
以
外
か
ら
の
抄
出
歌
十
七
首
の
詠
歌
歌
人
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　

 

読
人
不
知
（
一
首
は
『
柿
本
人
麿
集
』
に
入
る
）　

五
首
、
伊
勢　

二
首
、
壬
生
忠
見
・
藤
原
元
真
・
藤
原
清
輔
・
藤
原
俊
成
・

花
園
左
大
臣
家
小
大
進
・
顕
昭
・
徳
大
寺
公
継
・
藤
原
良
経
・
藤
原
定
家
・
藤
原
基
家　

一
首
。

　

以
上
、
本
六
帖
に
収
載
さ
れ
る
詠
歌
作
者
に
つ
い
て
、『
古
今
六
帖
』『
新
撰
六
帖
』
そ
の
他
の
三
種
類
の
出
典
別
に
整
理
、
一
覧
し

た
が
、
何
故
に
そ
の
よ
う
な
結
果
に
な
っ
て
い
る
の
か
、
そ
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で
は
そ
れ
ほ
ど
明
確
な
説
明
を
な
し
え
な

い
状
況
に
あ
る
。五　

編
纂
目
的
、
成
立
な
ど
の
問
題

　

さ
て
、
本
六
帖
の
歌
題
、
例
歌
（
証
歌
）
な
ど
に
つ
い
て
は
大
略
、
以
上
の
と
お
り
だ
が
、
そ
れ
で
は
、
本
六
帖
は
い
か
な
る
目
的

で
編
纂
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
次
に
、
本
六
帖
の
編
纂
目
的
、
成
立
な
ど
の
問
題
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
み
よ
う
。

　

ま
ず
、
本
六
帖
の
編
纂
目
的
に
つ
い
て
は
、
幸
い
な
こ
と
に
、
小
川
布
淑
の
序
文
と
編
者
の
小
沢
蘆
庵
の
跋
文
が
存
す
る
の
で
、
そ

れ
ら
を
手
掛
か
り
と
し
て
、
こ
の
問
題
を
考
え
て
み
よ
う
。

　

ま
ず
、
小
川
布
淑
の
執
筆
に
な
る
序
文
を
掲
げ
る
と
、
次
の
ご
と
で
あ
る
。

　
　

 　

千
葉
破
か
み
の
、は
じ
め
給
へ
る
よ
り
、う
つ
せ
み
の
世
に
あ
る
人
の
よ
み
と
よ
め
り
し
哥
に
、題
と
い
ふ
こ
と
の
な
く
て
や
は
。

し
か
あ
れ
ど
、
な
ら
の
は
の
名
に
お
ふ
宮
の
こ
ろ
ほ
ひ
ま
で
は
、
見
る
に
つ
け
聞
に
つ
け
て
、
う
れ
し
と
も
う
し
と
も
思
ふ
心
の
、

や
が
て
題
な
め
れ
ば
、
さ
る
か
ど

く
し
き
名
も
あ
ら
ざ
り
け
り
。
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大
八
洲
に
う
ま
る
ゝ
人
の
、
み
く
に
ぶ
り
の
歌
よ
ま
ん
に
、
な
ら
ふ
べ
き
こ
と
わ
り
を
な
が
め
れ
ば
、
歌
書
と
い
ふ
が
あ
り
と

も
聞
え
ざ
り
し
を
、
萬
え
ふ
し
ふ
あ
ら
は
れ
て
よ
り
、
延
喜
、
天
暦
の
朝
廷
に
い
た
り
て
、
し
き
嶋
の
や
ま
と
み
こ
と
の
道
、
さ

く
花
の
に
ほ
ふ
が
ご
と
く
盛
に
な
り
に
け
れ
ば
、
上
中
下
に
も
て
あ
そ
ば
れ
し
あ
ま
り
と
も
有
べ
し
。
か
う
も
あ
る
べ
か
ら
ん
こ

と
ゞ
も
を
、
あ
ら
ま
し
に
さ
だ
め
て
、
だ
い
と
も
せ
ら
れ
け
る
な
る
べ
し
。

　
　

 　

代
う
つ
り
て
は
、
花
を
ゝ
り
、
霍
公
鳥
を
ま
ち
、
月
に
あ
く
が
れ
、
雪
を
わ
く
る
類
ひ
の
、
け
ふ
有
べ
き
を
集
め
て
、
百
千
の

だ
い
さ
へ
出
く
る
や
う
に
は
成
に
け
む
。

　
　

 　

か
く
な
り
て
の
ゝ
ち

く
は
、
題
ま
う
く
る
を
む
ね
と
も
て
は
や
し
て
、
見
聞
に
つ
け
て
よ
み
い
づ
る
か
た
は
、
外
ご
と
の

や
う
に
思
へ
る
は
、
か
へ
り
て
ひ
が
ご
と
に
こ
そ
あ
め
り
け
れ
。

　
　

 　
『
古
今
六
帖
』
は
、
く
さ

ぐ
の
題
を
あ
と
よ
り
た
て
ゝ
、
何
く
れ
の
う
た
を
集
た
め
れ
ば
、
あ
つ
め
し
歌
の
、
た
て
た
る
題

に
う
と
き
も
み
ゆ
れ
ど
、
ふ
る
く
よ
り
だ
い
か
き
な
べ
た
る
は
じ
め
と
す
べ
し
。

　
　

 　

今
は
哥
よ
ま
む
ず
る
便
と
さ
か
し
だ
ち
た
る
書
の
、
文
車
に
な
ゝ
く
る
ま
、
学
窓
を
も
ふ
た
ぐ
ば
か
り
あ
り
け
れ
ば
、
題
か
う

が
へ
よ
ま
ん
に
と
も
し
か
ら
ね
ど
、
あ
ぐ
る
歌
の
近
世
の
躰
が
ち
な
れ
ば
、
い
に
し
へ
好
む
く
せ
あ
る
ど
ち
は
、
猶
く
ち
を
し
と

ひ
た
ぶ
る
に
か
の
『
六
帖
』
を
、
目
な
る
ゝ
も
の
に
は
な
し
つ
。

　
　

 　

そ
も
巻
の
数
あ
れ
ば
、
も
て
な
や
ま
る
ゝ
折
の
お
ほ
か
る
を
、
い
か
ゞ
は
せ
ん
、
と
わ
び
あ
へ
る
に
、
い
ん
さ
き
か
ゝ
る
物
か

い
お
け
り
と
、
た
ま
く
し
げ
二
と
ぢ
に
し
つ
る
を
、
わ
た
つ
み
の
お
き
な
の
見
せ
ら
れ
け
る
な
む
。
旅
行
に
も
ゝ
た
る
べ
く
、
他

席
に
披
き
み
ん
も
わ
づ
ら
は
し
か
ら
ぬ
が
う
へ
に
、『
六
帖
』
に
歌
の
す
く
な
き
は
、
こ
と
ぶ
み
よ
り
と
う
で
ゝ
、
題
ご
と
に
五

首
を
出
さ
れ
ぬ
れ
ば
、
詞
林
に
分
い
る
た
め
、
に
な
き
し
を
り
と
し
き
り
に
こ
ひ
て
、
桜
木
に
ゑ
ら
す
る
な
ら
し
。

　
　

 　

か
く
て
思
ふ
に
、
皇
国
ぶ
り
の
哥
な
ら
ふ
人
々
の
、
石
上
ふ
る
き
を
本
と
し
て
、
よ
み
と
よ
ま
ん
に
、
む
ら
ぎ
も
の
心
た
ら
ひ
な

る
べ
か
め
れ
ば
、
よ
そ
こ
ほ
ひ
の
ま
ゝ
に
、
ゆ
ゑ
よ
し
を
の
ぶ
よ
し
が
、
は
し
に
か
く
も
を
こ
な
り
け
り
や
。 

（
小
川
布
淑
）　
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す
な
わ
ち
、
小
川
布
淑
の
序
文
の
趣
旨
は
大
略
、
次
の
と
お
り
だ
。
そ
も
そ
も
神
代
の
昔
よ
り
、
人
が
詠
じ
た
歌
に
題
が
な
く
て
い

い
も
の
だ
ろ
う
か
、
と
序
文
の
筆
者
は
問
題
提
起
す
る
も
の
の
、
実
際
に
は
、
歌
は
「
な
ら
の
は
の
名
に
お
ふ
宮
」
の
頃
ま
で
は
、
対

象
に
接
し
た
際
に
生
じ
る
感
動
を
直
情
的
に
表
出
す
る
実
詠
歌
で
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
れ
が
『
万
葉
集
』
が
生
ま
れ
、醍
醐
天
皇
の
『
古

今
集
』、
村
上
天
皇
の
『
後
撰
集
』
が
撰
集
さ
れ
る
に
及
び
、
和
歌
の
道
が
隆
盛
し
て
、
身
分
の
上
中
下
を
問
わ
ず
和
歌
が
愛
好
さ
れ

は
じ
め
て
、日
常
生
活
の
次
元
を
越
え
て
、頭
の
な
か
に
描
き
う
る
、い
わ
ゆ
る
虚
構
の
世
界
を
「
あ
ら
ま
し
に
さ
だ
め
」
た
結
果
、「
題
」

と
い
う
も
の
が
創
出
さ
れ
て
、そ
の
後
、院
政
期
の
こ
ろ
に
は
「
百
千
の
題
さ
へ
出
で
く
る
や
う
」
に
な
っ
た
、と
序
文
の
筆
者
は
、「
題
」

の
成
立
史
に
言
及
し
て
い
る
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
、実
詠
歌
に
代
わ
っ
て
主
流
を
し
め
て
き
た
の
が
題
詠
歌
だ
が
、序
文
の
筆
者
・
小
川
布
淑
は
い
み
じ
く
も
、

「
古
く
よ
り
題
書
き
並
べ
た
る
は
じ
め
」
て
の
類
題
集
と
し
て
『
古
今
六
帖
』
の
存
在
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
の
だ
。
す
な
わ
ち
、
時

代
は
下
っ
て
近
世
に
な
る
と
、
題
詠
歌
の
手
引
き
書
も
大
量
に
出
回
っ
て
不
自
由
は
し
な
い
が
、「
あ
ぐ
る
（
証
）
歌
の
近
世
の
躰
が

ち
な
れ
ば
」、「
い
に
し
へ
（
の
歌
）
を
好
む
癖
あ
る
ど
ち
」
に
は
、
慣
れ
親
し
ん
だ
『
古
今
六
帖
』
が
最
愛
の
参
考
文
献
だ
と
推
奨
す

る
の
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、『
古
今
六
帖
』
は
巻
数
も
多
く
、
携
帯
に
は
不
便
だ
と
思
案
し
て
い
る
と
、
師
の
小
沢
蘆
庵
翁
か
ら
当
該
書
を
「
二
と
ぢ

に
し
つ
る
を
」
披
露
さ
れ
、
そ
れ
は
『
古
今
六
帖
』
の
主
要
部
分
を
中
心
に
、「『
六
帖
』
に
歌
の
少
な
き
は
、
異
文
よ
り
」
抄
出
し
て
、

「
題
ご
と
に
五
首
」
を
補
訂
し
た
袖
珍
本
で
あ
っ
た
の
で
、
こ
れ
は
「
旅
行
に
も
持
た
る
べ
く
、
他
席
に
披
き
見
む
も
煩
は
し
か
ら
ぬ
」

最
適
の
類
題
集
と
判
断
し
て
、
版
行
に
及
ん
だ
と
い
う
の
だ
が
、
要
す
る
に
、
本
書
は
「
皇
国
ぶ
り
の
歌
習
ふ
人
々
の
」
参
考
と
な
る

べ
き
「
古
き
（
歌
）
を
本
と
し
て
」
提
供
さ
れ
る
類
題
集
だ
と
い
う
わ
け
だ
。

　

ち
な
み
に
、
小
川
布
淑
に
つ
い
て
は
、『
日
本
人
名
大
事
典　

1
』（
昭
和
五
四
・
七
復
刻
版
題
一
刷
、
平
凡
社
）
の
当
該
記
事
が
有

益
と
考
慮
さ
れ
る
の
で
、
次
に
引
用
し
て
お
こ
う
。
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オ
ガ
ワ
ヘ
イ
リ
ュ
ー　

小
川
萍
流
（
一
七
五
六
―
一
八
二
〇
）　

徳
川
中
期
の
国
学
者
。
宝
暦
六
年
生
る
。
通
称
勇
、
初
め
布
淑

と
い
ひ
、
九
々
園
と
号
し
、
の
ち
薙
髪
し
て
萍
流
と
い
ふ
。
和
歌
を
小
沢
蘆
庵
に
学
び
、
そ
の
門
下
四
天
王
の
一
人
と
い
は
れ
た
。

文
政
三
年
二
月
二
十
七
日
没
、
年
六
十
五
。
そ
の
著
に
『
雅
俗
弁
』
が
あ
る
。 （
窪
田
）

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
小
川
布
淑
の
序
文
は
、
師
の
小
沢
蘆
庵
の
跋
文
に
依
拠
し
て
執
筆
さ
れ
た
内
容
と
推
察
さ
れ
る
の
で
、
次
に
、
当

該
跋
文
を
掲
載
す
れ
ば
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　

 　
『
古
今
六
帖
』
の
哥
は
い
と
ゆ
う
な
れ
ど
、
作
者
よ
り
は
じ
め
て
、
お
ぼ
つ
か
な
き
こ
と
お
ほ
か
れ
ば
、
な
べ
て
は
も
て
は
や

さ
ぬ
な
る
べ
し
。
さ
る
を
、
契
沖
あ
ざ
り
撰
集
、
家
集
、
本
書
、
他
本
の
異
同
を
し
る
し
、
あ
や
ま
れ
る
を
た
ゞ
し
、
お
ち
た
る

を
補
ひ
、
又
、『
拾
遺
六
帖
』
を
あ
ら
は
し
判
せ
ら
れ
た
る
よ
り
、
く
ら
き
に
と
も
し
火
を
得
た
る
が
ご
と
な
れ
り
。

　
　

 　

さ
れ
ど
、あ
ま
り
に
こ
と
し
げ
ゝ
れ
ば
、こ
れ
を
み
つ
が
一
つ
に
し
て
、袖
の
う
ち
の
玉
に
な
さ
ば
や
と
て
、題
ご
と
に
五
首
づ
ゝ

か
く
に
、
題
に
よ
り
て
む
げ
に
哥
の
す
く
な
き
も
あ
れ
ば
、
同
じ
題
に
て
よ
め
る
、
ち
な
み
に
、
い
と
後
の
も
の
な
れ
ど
『
新
撰

六
帖
』
を
も
て
書
つ
く
。
そ
れ
に
も
な
き
は
、
他
本
を
も
て
よ
り

く
に
補
ふ
べ
し
。
い
づ
れ
も

く
よ
か
め
れ
ど
、
お
ろ
か

な
る
わ
が
心
に
、
こ
と
わ
り
の
た
ゞ
し
く
、
詞
の
き
こ
え
や
す
き
を
と
り
い
づ
。

　
　

 　

も
と
よ
り
我
め
ひ
と
つ
に
み
ん
物
な
れ
ば
、
と
ま
れ
か
く
ま
れ
と
て
、
い
に
し
安
永
と
い
ひ
し
と
し
の
初
つ
か
た
か
き
お
い
た

る
を
、
此
ご
ろ
、
同
志
の
人
の
せ
ち
に
こ
ふ
に
、
い
な
み
が
た
く
、
再
校
し
て
梓
に
の
す
る
は
、
か
た

ぐ
に
か
き
や
る
筆
の

労
を
た
す
け
ん
と
な
り
。
老
耄
の
あ
や
ま
り
定
て
お
ほ
か
る
べ
し
。
み
ん
人
そ
の
心
し
た
ま
へ
。

　
　
　
　
　

寛
政
七
年
仲
冬
廿
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

洛
東
図
南
亭
に
お
い
て
、
小
沢
蘆
庵
し
る
す
。

　

さ
て
、こ
の
跋
文
の
趣
旨
は
、次
の
と
お
り
。
す
な
わ
ち
、小
沢
蘆
庵
は
『
古
今
六
帖
』
の
歌
は
優
雅
で
す
ば
ら
し
い
詠
作
が
多
い
が
、

詠
歌
作
者
を
は
じ
め
と
し
て
不
分
明
な
点
が
少
な
く
な
い
の
で
、
総
じ
て
そ
れ
ほ
ど
評
判
を
得
て
い
な
い
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が

ら
、
契
沖
阿
闍
利
が
他
出
文
献
と
の
本
文
異
同
や
、
誤
謬
の
訂
正
、
遺
漏
の
補
正
を
す
る
一
方
、『
拾
遺
六
帖
』
を
刊
行
し
て
、
そ
れ



28

に
コ
メ
ン
ト
を
付
す
な
ど
、『
古
今
六
帖
』
に
つ
い
て
内
容
面
で
の
整
備
を
行
な
っ
た
の
は
有
益
で
あ
っ
た
。

　

だ
が
、
そ
れ
ら
は
あ
ま
り
に
煩
瑣
な
内
容
で
あ
っ
た
た
め
に
、
内
容
を
三
分
の
一
程
度
に
圧
縮
し
た
う
え
、
例
歌
（
証
歌
）
も
原
則
、

五
首
と
定
め
た
が
、
題
に
よ
っ
て
不
足
の
場
合
は
、『
新
撰
六
帖
』
や
そ
の
他
に
よ
っ
て
補
遺
し
た
。
こ
れ
ら
の
編
纂
作
業
は
ほ
ぼ
満

足
の
ゆ
く
も
の
で
あ
っ
た
が
、
要
す
る
に
、
蘆
庵
は
自
己
の
尺
度
―
―
内
容
が
表
現
構
想
の
う
え
で
道
理
に
か
な
い
、
表
現
も
読
み
手

に
理
解
し
や
す
い
措
辞
で
あ
る
こ
と
―
―
に
従
っ
て
、
本
六
帖
を
編
纂
し
た
と
い
う
の
だ
。

　

換
言
す
れ
ば
、
本
六
帖
の
編
纂
は
、
ひ
と
え
に
蘆
庵
自
身
に
と
っ
て
の
み
必
要
な
「
六
帖
題
」
の
類
題
集
で
あ
っ
た
た
め
に
、
安
永

年
間
（
一
八
七
二
〜
八
一
）
の
は
じ
め
の
こ
ろ
、
当
該
書
を
編
纂
し
た
ま
ま
放
置
し
て
い
た
が
、
近
頃
、「
同
志
の
人
の
せ
ち
に
請
ふ

に
否
み
が
た
く
」
て
、
再
校
し
て
、
寛
政
七
年
（
一
七
九
五
）
十
一
月
、
跋
文
を
付
し
、
同
八
年
正
月
、
小
川
布
淑
の
序
文
を
添
え
て
、

上
梓
し
た
の
が
、
寛
政
九
年
六
月
で
あ
っ
た
、
と
い
う
成
立
の
経
緯
を
も
つ
の
で
あ
る
。

　

以
上
、
小
川
布
淑
の
記
し
た
序
文
と
小
沢
蘆
庵
の
手
に
な
る
跋
文
を
掲
載
し
た
が
、
両
者
の
関
係
は
、
す
で
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、

蘆
庵
の
跋
文
に
基
づ
い
て
布
淑
の
序
文
が
執
筆
さ
れ
て
い
る
と
い
う
関
係
に
あ
る
。
こ
の
両
者
の
記
述
を
総
合
し
て
、
改
め
て
本
六
帖

の
編
纂
目
的
と
成
立
の
問
題
を
整
理
し
て
お
く
と
、
次
の
ご
と
く
な
ろ
う
か
。

　

ま
ず
、
近
世
中
期
ご
ろ
、
詠
作
の
手
引
き
と
な
り
う
る
例
歌
（
証
歌
）
を
想
定
し
た
と
き
、
候
補
に
の
ぼ
る
の
が
、
古
代
の
趣
が
あ
っ

て
、
優
雅
な
詠
作
を
集
成
し
て
い
る
『
古
今
六
帖
』
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
た
が
、『
古
今
六
帖
』
そ
の
も
の
は
題
も
例
歌
（
証
歌
）

も
大
量
す
ぎ
て
、
身
近
な
簡
便
で
携
帯
自
由
な
手
引
き
書
と
し
て
は
少
々
、
不
都
合
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
布
淑
が
思
案
に
余
っ
て

い
る
と
き
、
師
の
蘆
庵
か
ら
原
著
を
三
分
の
一
程
度
に
圧
縮
し
て
、
他
本
で
増
補
し
た
内
容
の
二
冊
本
を
提
示
さ
れ
て
、
こ
れ
こ
そ
「
二

無
き
栞
と
頻
り
に
（
蘆
庵
に
）
請
ひ
て
」、
上
梓
し
て
、
江
湖
に
提
供
し
た
の
が
本
六
帖
で
あ
る
、
と
い
う
次
第
で
あ
る
。

　

要
す
る
に
、
本
六
帖
の
編
纂
目
的
は
、「
皇
国
ぶ
り
の
歌
習
ふ
人
々
の
」、「
詞
林
に
分
（
け
）
入
る
た
め
」
に
参
考
と
な
る
べ
き
、

形
態
的
に
は
携
帯
自
由
で
、
簡
便
な
、
内
容
的
に
は
『
古
今
六
帖
』
を
中
核
と
し
た
、
優
雅
で
趣
の
あ
る
「
古
き
（
歌
）
を
本
と
し
て
」
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編
集
さ
れ
た
類
題
集
の
作
成
に
あ
っ
た
、
と
ほ
ぼ
規
定
で
き
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　

次
に
、
本
六
帖
の
成
立
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
先
述
の
と
お
り
、
ひ
と
え
に
蘆
庵
自
身
に
と
っ
て
の
み
必
要
と
さ
れ
た
「
六
帖
題
」

の
類
題
集
を
、蘆
庵
が
安
永
年
間
（
一
七
七
二
〜
八
一
）
の
は
じ
め
の
こ
ろ
、編
纂
し
て
草
稿
の
ま
ま
放
置
し
て
い
た
が
、そ
の
後
、「
同

志
の
人
の
せ
ち
に
請
ふ
に
否
み
が
た
く
」
て
、
蘆
庵
が
再
校
し
て
完
成
さ
せ
た
清
書
本
に
、
寛
政
七
年
（
一
七
九
五
）
十
一
月
、
跋
文

を
付
し
た
も
の
に
、
同
八
年
正
月
、
小
川
布
淑
が
序
文
を
添
え
て
体
裁
を
整
え
た
結
果
、
本
六
帖
が
一
書
と
し
て
成
立
し
た
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
本
六
帖
は
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
六
月
、
京
都
の
書
肆
、
吉
田
四
郎
右
衛
門
に
よ
っ
て
上
梓
さ
れ
、
広
く
江
湖
に
提
供

さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
、
本
六
帖
が
天
保
十
一
年
（
一
八
四
〇
）
初
春
、
名
称
を
『
類
題
和
歌
六
帖
』
と
改
め
て
、
再
版
本

と
し
て
刊
行
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
言
及
し
た
と
お
り
で
あ
る
。

　

最
後
に
、
本
六
帖
の
「
六
帖
題
」
に
お
け
る
位
相
に
言
及
し
て
お
こ
う
。
ち
な
み
に
、「
六
帖
題
」
を
内
容
と
す
る
主
要
な
書
目
を

列
挙
す
る
な
ら
ば
、
お
お
よ
そ
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　

貞
元
元
年
（976

）
以
後 
古
今
六
帖
（
編
者
未
詳
）

　
　

寛
元
二
年
（1244

）
以
後 

新
撰
六
帖
（
衣
笠
家
良
編
か
）

　
　

建
長
元
年
（1249

）
十
二
月 

現
存
和
歌
（
編
者
未
詳
）

　
　

建
長
二
年
（1250

）
九
月 

現
存
六
帖
（
真
観
編
か
）

　
　

元
禄
四
年
（1691

）
二
月 

和
歌
拾
遺
六
帖
（
契
沖
著
）

　
　

安
永
元
年
（1772

）
頃 

袖
中
和
歌
六
帖
（
小
沢
蘆
庵
編
）

　
　

天
明
元
年
（1781

） 

六
帖
題
苑
（
林
諸
鳥
編
）

　
　

寛
政
三
年
（1791

）
刊 

古
今
六
帖
題
苑
（
契
沖
編
）

　
　

寛
政
八
年
（1796

）
九
月
点 

六
帖
題
四
十
首
点
取
（
藤
原
千
任
・
桑
門
雨
岡
・
清
水
浜
臣
著
）
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天
保
十
一
年
（1804

） 

古
今
和
歌
六
帖
校
本
（
伴
直
方
再
校
）

　
　

文
化
三
年
（1806

）
二
月 

古
今
六
帖
考
證
拾
遺
（
吟
狎
園
書
写
）

　
　

文
政
六
年
（1823

）
序 

古
今
六
帖
紀
聞
（
度
会
秀
俊
注
）

　
　

文
政
九
年
（1826

）
頃 

六
帖
類
句
（
岡
本
保
孝
編
）

　
　

文
政
九
年
（1826

）
頃 

新
撰
六
帖
攷
（
岡
本
保
孝
考
証
）

　
　

天
保
二
年
（1831
）
刊 

古
今
和
歌
六
帖
標
註
（
山
本
明
清
著
）

　
　

天
保
（1830

〜43
）
頃 

二
六
類
句
（
岸
本
由
豆
流
編
）

　
　

天
保
（1830

〜43

）
頃 

新
撰
六
帖
類
標
（
岸
本
由
豆
流
編
）

　
　

天
保
十
一
年
（1840

）
刊 
類
題
和
歌
六
帖
（
小
沢
蘆
庵
編
）

　
　

文
化
〜
天
保
（1804

〜43

）
頃 
古
今
六
帖
類
抄
（
編
者
不
詳
）

　
　

文
化
〜
天
保
（1804

〜43

）
頃 

新
撰
六
帖
類
語
（
編
者
不
詳
）

　
　

天
保
十
三
年
（1842

）
以
前 

六
帖
題
和
歌
（
亜
元
著
）

　
　

安
政
二
年
（1855

） 

六
帖
題
詠
（
鬼
島
広
蔭
著
）

　
　

安
政
三
年
（1856

）
以
前 

古
今
六
帖
頭
字
部
類
（
足
代
弘
訓
編
）

　
　

慶
応
二
年
（1866

）
以
前 

古
今
六
帖
類
標
（
片
岡
寛
光
・
黒
川
春
村
編
）

　

す
な
わ
ち
、
六
帖
題
の
嚆
矢
た
る
『
古
今
六
帖
』
が
貞
元
元
年
か
ら
天
元
年
間
（
九
七
六
〜
九
八
二
）
ご
ろ
成
立
し
て
以
来
、『
枕

草
子
』
な
ど
に
発
想
、
素
材
面
で
影
響
を
及
ぼ
し
た
が
、
中
世
に
至
っ
て
、
そ
の
後
続
と
し
て
、
寛
元
元
年
（
一
二
四
三
）
十
一
月
か

ら
同
二
年
（
一
二
四
四
）
六
月
ご
ろ
、『
新
撰
六
帖
』
が
、
建
長
二
年
（
一
二
五
〇
）
九
月
、『
現
存
六
帖
』
が
、
さ
ら
に
内
容
は
と
も

か
く
、
正
嘉
二
年
（
一
二
五
六
）
か
ら
正
元
元
年
（
一
二
五
九
）
九
月
以
前
に
、
名
称
を
模
し
た
『
東
撰
和
歌
六
帖
』
な
ど
が
各
々
、
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陸
続
し
た
後
は
、
こ
の
系
統
の
類
題
集
は
意
外
な
こ
と
に
、
低
迷
を
続
け
た
模
様
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
近
世
に
入
り
、
元
禄
四
年
（
一
六
九
一
）
二
月
、
契
沖
が
『
古
今
六
帖
』
の
部
類
面
の
考
証
、『
新
古
今
集
』
以
降
の

勅
撰
集
や
諸
歌
集
と
の
重
出
歌
の
検
討
な
ど
を
行
な
っ
た
、『
和
歌
拾
遺
六
帖
』
を
著
し
た
あ
た
り
か
ら
、『
古
今
六
帖
』
へ
の
関
心
が

再
興
し
た
結
果
、
そ
の
契
沖
の
成
果
に
基
づ
い
た
本
六
帖
が
、
安
永
元
年
（
一
七
七
二
）
ご
ろ
、
小
沢
蘆
庵
に
よ
っ
て
成
立
し
、
寛
政

九
年
（
一
七
九
七
）
六
月
、
刊
行
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
本
六
帖
は
天
保
十
一
年
（
一
八
四
〇
）
初
春
に
も
再
版
さ
れ
た
が
、『
古
今

六
帖
』
を
中
核
に
、『
新
撰
六
帖
』
そ
の
他
の
歌
書
を
補
遺
と
し
た
、「
六
帖
題
」
の
類
題
集
と
し
て
は
、
嚆
矢
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
書

目
で
あ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
九
月
に
成
立
の
『
六
帖
題
四
十
首
点
取
』
は
、
藤
原
千
任
・
桑
門
雨
岡
・
清
水
浜
臣
ら
の
『
古

今
六
帖
』
題
に
よ
る
詠
作
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
系
列
下
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
は
、
わ
ず
か
に
天
保
十
三
年
（
一
八
四
二
）
以
前
に
成

立
の
亜
元
の
『
六
帖
題
和
歌
』
と
、
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
に
成
立
の
鬼
島
広
蔭
の
『
六
帖
題
詠
』
く
ら
い
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
だ
。

　

一
方
、
天
明
元
年
（
一
七
八
一
）、
林
諸
鳥
編
『
六
帖
題
苑
』
が
『
古
今
六
帖
』
歌
を
厳
撰
し
た
再
編
本
を
上
梓
す
る
に
及
び
、
寛

政
三
年
（
一
七
九
一
）、
契
沖
編
『
古
今
六
帖
題
苑
』
が
刊
行
さ
れ
、
文
政
九
年
（
一
八
二
六
）
頃
、
岡
本
保
孝
編
『
六
帖
類
句
』
が
、

天
保
（
一
八
三
〇
〜
四
三
）
ご
ろ
、
岸
本
由
豆
流
編
『
二
六
類
句
』（『
新
撰
六
帖
』
を
含
む
）、
同
『
新
撰
六
帖
類
標
』
が
、
文
化
〜

天
保
（
一
八
〇
四
〜
四
三
）
頃
、
編
者
不
詳
の
『
古
今
六
帖
類
抄
』『
新
撰
六
帖
類
語
』
が
、
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
以
前
に
、
足

代
弘
訓
編
『
古
今
六
帖
頭
字
部
類
』
が
、
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
以
前
に
、
片
岡
寛
光
・
黒
川
春
村
編
『
古
今
六
帖
類
標
』
が
各
々
、

成
立
し
て
、編
集
面
で
活
況
を
呈
す
る
現
象
と
拮
抗
し
て
、文
化
三
年
（
一
八
〇
六
）
二
月
、契
沖
の
考
証
本
を
吟
狎
園
が
書
写
し
た
『
古

今
六
帖
考
証
拾
遺
』
が
、文
政
六
年
（
一
八
二
三
）
の
序
を
も
つ
、渡
会
秀
俊
が
『
古
今
六
帖
』
に
注
を
付
し
た
『
古
今
六
帖
紀
聞
』
が
、

文
政
九
年
（
一
八
二
六
）
ご
ろ
、『
古
今
六
帖
』
の
題
の
異
同
、
措
辞
の
注
解
な
ど
に
つ
い
て
、
浜
臣
・
村
上
真
澄
・
植
村
正
路
ら
が

検
討
し
た
も
の
に
岡
本
保
孝
が
考
察
を
加
え
た
『
新
撰
六
帖
攷
』
が
、
天
保
二
年
（
一
八
三
一
）、
山
本
明
清
が
『
古
今
六
帖
』
に
諸
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種
の
視
点
か
ら
標
註
を
付
し
た
『
古
今
和
歌
六
帖
標
注
』
が
、
天
保
十
一
年
（
一
八
四
〇
）、
契
沖
の
再
校
本
に
山
岡
明
阿
・
真
淵
ら

が
一
校
し
た
も
の
に
伴
直
方
が
再
校
を
加
え
た
『
古
今
和
歌
六
帖
校
本
』
が
、
各
々
、
成
立
な
い
し
刊
行
さ
れ
て
、
考
証
を
中
心
と
す

る
研
究
活
動
も
目
立
っ
て
く
る
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
を
要
す
る
に
、
本
六
帖
は
「
六
帖
題
」
の
成
立
史
の
な
か
で
は
、『
古
今
六
帖
』『
新
撰
六
帖
』
そ
の
他
の
諸
資
料
か
ら
な
る
類

題
集
と
し
て
は
、
嚆
矢
た
る
位
相
に
あ
る
と
評
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
点
、
本
六
帖
の
存
在
価
値
は
け
っ
し
て
低
く
な
い
と
認
め
ら

れ
る
で
あ
ろ
う
。六　

ま
と
め

　

以
上
、
小
沢
蘆
庵
編
『
袖
中
和
歌
六
帖
』
の
成
立
の
問
題
に
つ
い
て
、
種
々
様
々
な
視
点
か
ら
基
礎
的
な
考
察
を
進
め
て
き
た
が
、

こ
こ
で
本
稿
で
検
討
し
た
結
果
、
得
ら
れ
た
諸
点
を
、
箇
条
書
き
に
し
て
摘
記
す
る
な
ら
ば
、
お
お
よ
そ
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
（
一
） 　

小
沢
蘆
庵
編
『
袖
中
和
歌
六
帖
』
の
伝
本
は
、
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
刊
行
の
版
本
が
東
北
大
学
狩
野
文
庫
な
ど
に
伝
存

す
る
が
、
本
稿
で
は
、
宇
部
市
立
図
書
館
新
井
文
庫
蔵
の
そ
れ
に
依
拠
し
て
、
考
察
を
進
め
た
。

　
（
二
） 　

本
六
帖
は
総
歌
数
二
千
六
百
九
十
二
首
を
収
載
す
る
が
、
そ
れ
ら
は
第
一
帖
・
五
百
首
、
第
二
帖
・
四
百
二
十
三
首
、
第
三
帖
・

三
百
首
、
第
四
帖
・
百
五
首
、
第
五
帖
・
五
百
九
十
首
、
第
六
帖
・
七
百
七
十
四
首
に
細
分
さ
れ
る
。

　
（
三
） 　

本
六
帖
に
収
載
さ
れ
る
総
歌
題
数
は
、
五
百
五
十
題
に
及
ぶ
が
、
そ
れ
ら
は
第
一
帖
・
百
題
、
第
二
帖
・
八
十
五
題
、
第
三
帖
・

六
十
題
、
第
四
帖
・
二
十
一
題
、
第
五
帖
・
百
十
八
題
、
題
六
帖
・
百
六
十
六
題
に
細
分
さ
れ
る
。
ち
な
み
に
、「
お
ほ
ゐ
草
」「
し

り
く
さ
」「
ね
つ
ら
草
」
の
三
題
以
外
の
四
百
四
十
七
題
は
、『
古
今
六
帖
』『
新
撰
六
帖
』
の
い
ず
れ
か
に
収
載
さ
れ
る
題
で

あ
る
。
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（
四
） 　

本
六
帖
の
例
歌
（
証
歌
）
の
出
典
（
撰
集
資
料
）
は
、
全
歌
を
調
査
す
る
に
、『
古
今
六
帖
』
千
七
百
四
首
、『
新
撰
六
帖
』

九
百
七
十
一
首
、
そ
の
他
十
七
首
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
（
五
） 　

本
六
帖
の
詠
歌
作
者
の
う
ち
、『
古
今
六
帖
』
か
ら
の
ベ
ス
ト
テ
ン
は
、
紀
貫
之
（
一
六
一
首
）・
伊
勢
（
五
四
首
）・
凡
河

内
躬
恒
（
四
三
首
）・
柿
本
人
麿
（
四
一
首
）・
大
伴
家
持
（
二
二
首
）・
素
性
（
二
一
首
）・
壬
生
忠
峯
（
一
七
首
）・
在
原
業
平
・

紀
友
則
（
一
三
首
）・
遍
昭
・
清
原
深
養
父
（
一
〇
首
）
の
と
お
り
。
ま
た
、『
新
撰
六
帖
』
か
ら
で
は
、藤
原
光
俊
（
二
二
七
首
）・

六
条
知
家
（
二
二
五
首
）・
衣
笠
家
良
（
一
九
八
首
）・
藤
原
為
家
（
一
六
一
首
）・
藤
原
信
実
（
一
六
〇
首
）
の
と
お
り
。
ま
た
、

そ
の
他
か
ら
で
は
、
読
人
不
知
（
五
首
、
な
お
『
柿
本
人
麿
歌
集
』
に
一
首
入
る
）・
伊
勢
（
二
首
）・
壬
生
忠
峯
・
藤
原
元
真
・

藤
原
清
輔
・
花
園
左
大
臣
家
小
大
進
・
顕
昭
・
後
徳
大
寺
公
継
・
藤
原
良
経
・
藤
原
定
家
・
藤
原
基
家
（
一
首
）
の
と
お
り
で

あ
る
。

　
（
六
） 　

編
纂
目
的
は
、
序
文
の
小
川
布
淑
と
跋
文
の
小
沢
蘆
庵
を
総
合
す
る
に
、「
皇
国
ぶ
り
の
歌
習
ふ
人
々
の
」、「
詞
林
に
分
（
け
）

入
る
た
め
」
に
参
考
と
な
る
べ
き
、
形
態
的
に
は
携
帯
自
由
で
、
簡
便
な
、
内
容
的
に
は
『
古
今
六
帖
』
を
中
核
と
し
た
、
優

雅
で
趣
の
あ
る
「
古
き
（
歌
）
を
本
と
し
て
」
編
集
さ
れ
た
類
題
集
の
作
成
に
あ
た
っ
た
、
と
要
約
で
き
よ
う
か
。
な
お
、
編

者
に
つ
い
て
は
、
跋
文
か
ら
、
小
沢
蘆
庵
を
想
定
で
き
る
。

　
（
七
） 　

成
立
に
つ
い
て
は
、
ひ
と
え
に
蘆
庵
自
身
に
と
っ
て
の
み
必
要
と
さ
れ
た
「
六
帖
題
」
の
類
題
集
を
、
蘆
庵
が
安
永
年
間

（
一
七
七
二
〜
八
一
）
の
は
じ
め
の
こ
ろ
、
編
纂
し
て
草
稿
の
ま
ま
放
置
し
て
い
た
も
の
を
、「
同
志
の
人
の
せ
ち
に
請
ふ
に
否

み
が
た
く
」
て
、蘆
庵
が
再
校
し
て
完
成
さ
せ
た
清
書
本
に
、寛
政
七
年
（
一
七
九
五
）
十
一
月
、跋
文
を
付
し
、同
八
年
正
月
、

小
川
布
淑
が
序
文
を
添
え
て
成
っ
た
。

　
（
八
） 　

版
行
に
つ
い
て
は
、寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
六
月
、京
都
の
書
肆
、吉
田
四
郎
右
衛
門
に
よ
っ
て
上
梓
さ
れ
た
が
、続
い
て
、

天
保
十
一
年
（
一
八
四
〇
）
初
春
、
名
称
を
『
類
題
和
歌
六
帖
』
と
改
め
て
、
再
版
本
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。
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（
九
） 　

本
六
帖
の
位
相
に
つ
い
て
は
、「
六
帖
題
」
の
成
立
史
に
お
い
て
、『
古
今
六
帖
』『
新
撰
六
帖
』
そ
の
他
の
諸
資
料
か
ら
な

る
類
題
集
と
し
て
は
、
嚆
矢
た
る
位
相
に
あ
る
と
認
定
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。

　

な
お
、『
袖
中
和
歌
六
帖
』
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
検
討
を
加
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
も
な
し
と
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

お
お
よ
そ
の
基
礎
的
問
題
に
つ
い
て
一
応
の
結
論
を
出
し
え
た
い
ま
は
、
そ
れ
ら
の
残
さ
れ
た
問
題
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
す

る
こ
と
に
し
て
、
こ
の
あ
た
り
で
本
稿
を
擱
筆
に
し
た
い
と
思
う
。


